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　　　　 採 取 民 コエ グの歌 とダ ンス

ーエチオピア西南部,オ モ川下流平原の民族間関係一

松 田 　　 凡*

The Dance Among the Koegu of Ethiopia: Identity 

    and Interethnic Relations of the Forager

Hiroshi MATSUDA

   This paper examines the role of dance in the resolution of inherent 

contradictions within society. Structural analysis is applied to "the 

youths' dance  (hiyari)  " performed by the Koegu in the Lower Omo 
Valley, southwestern Ethiopia. Most of the data presented here was 

taken during my fieldwork in 1988-90. 
   The Koegu, 500 in number, is  one of the minor ethnic groups in this 

area living on small scale horticulture, fishing, hunting and gathering, 

and honey collecting. The people have been kept for a long time in a 

subordinate position to the Kara, their southern neighbours. On the 
other hand, they have also been under the strong influence of the 

Nyangatom, who are pastoralists. The Koegu have many Nyangatom 

and Kara songs, and some Nyangatom dances in their repertory. They 

sing songs not only of these two groups but also of their six adjoining 

groups. Why do they sing and dance in the way of their  neighbours  ? 
   In a sequence of "the youths' dance", the first stage always begins in 

a leaping dance and songs of the Nyangatom, which symbolically express 
the world view of the pastoralist. In the second stage, however, the 

dance form turns to a couple dance, the variety of languages in the sing-
ing increases, and the meanings of the words become obscene and sexual-

ly mocking against the Kara. In this liminal situation, the peoples' 

emotion is thrown into ecstasies and the value of structured life is
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overturned. Finally, the third stage is transformed into the Koegu dance 

and songs. Stability is restored again. However, the order of this stage 

is associated not with the Nyangatom but with the Koegu way of life. 

   The dilemma within the Koegu society is that the people hope to be 

released from their subjection to the Kara, but this implies being taken 

under the patronage of the Nyangatom. Consequently, their ethnic 

identity as forager might be lost and changed to one as pastoralist. "The 

youths' dance" is a political performance which states the dilemma of 
their future identity.

1.は じめ に

皿.コ エ グの 人 ・生 活 ・音 楽

　 1.採 取 民 的生 活様 式

　2.　 コエ グを め ぐる民 族 間 関 係

3.生 活 の 中 の歌 とダ ンス

皿.「 若 者 の ダ ンス 」 に み る民 族 間 関 係

　 1.ダ ンス の諸 形 態:あ る夜 の 「若者 の

　 　 　ダ ンス」 か ら

　 　1)hiyari-ka-ashinen

　 　2)　eruwaak

　 　3)alima

　 　4)　hiyari-ka-kuwamin

2.歌 詞 の分 析

　 　1)言 語 別 分 類

　 　2)内 容別 分 類

】V.コ エ グ社 会 と 「若 者 の ダ ンス」

　1.「 若 者 の ダ ンス」 の3段 階

2.コ エ グ社 会 の 葛 藤

V.課 題 と展 望

　 　1.は じ め に

　 筆 者 は,1986年 以 来,北 東 ア フ リカの エ チ オ ピア にお い て,民 族学 的 な現 地 調 査 を

行 って き た。 調 査 地 で あ る エ チ オ ピア西 南 部 の オ モ(Omo)川 下 流 平 原 は,人 口に

して数 千 人 規 模 の小 さ な民 族 集 団 が10以 上 も混 住 し,集 団 間 の文 化接 触 や紛 争,民 族

ア イ デ ンテ ィテ ィの変 遷 とい った 点 で,興 味 深 い資 料 を 提 供 して くれ る地 域 で あ る。

しか し,言 語 や 民 族 史 な ど基 本 的 な項 目も含 め て,十 分 な調 査,研 究 が な され て い る

とは い い が た い 地 域 で も あ る死 本 稿 は,そ の 中 で も と りわ け 小 規模 な 採 取 民 の 集 団

で あ る コエ グ(Koegu:人 口500人)社 会 を取 り上 げ,そ の 民 族 間 関 係 と ダ ンス のか か

わ りにつ い て 述 べ る。

1)オ モ川 下流平原 とい う一つ の地 域を意識 した研究 として,集 団間の紛争 を扱 った ものに

　 Fukui＆Turton【1979]が ある。 また,19世 紀末に始 まる旧エチオ ピア帝 国の南進が,こ の地

　 域に どんな歴史的影響を及 ぼ したか についてはDonham＆James[1986]が 詳 しい。 この地域

　 の言語を包括的に とらえた ものと してはBender【19761が ある。
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　筆者は,1988年 から90年にかけて

の約1年 半の調査期間中に起こった

集団間の抗争や事件を軸に,コ エグ

をめぐる複雑な民族間関係 と,そ の

民族アイデンティティの成 り立ちを

明らかに しようとした ことがある

【松田　1991a:17-32】。その調査 の

過程で,コ エグの人びとが近隣集団

との関係を日常的に意識 し,か つそ

れを生き生きと表現する場 として,

歌とダンスが重要な意味をもつ こと

がわかってきた。歌 とダンスは人び

とにとって最大の楽しみである。そ

図1　 エチオ ピア全図お よび調査地

してまた,戦 時の緊張を和 らげるのも,戦 意を高揚させるのも歌であ り,ダ ンスであ

る。人びとはそれらをコエグ語だけでなく,何 種類ものことばで歌 う。ダンスも自分

たちのスタイルに加えて,隣 接する牧畜民の形態を取 り入れて踊る。だが,彼 らはな

ぜ他集団の言語で歌い,他 集団のダンスを踊るのだろうか。単に近隣集団の文化的影

響 というレベルを越えて,コ エグ社会の構造的な問題 としてこれを考えてみたいとい

うのが本研究の出発点である。

　 さて,コ エグの社会を理解するためのダンス研究とは,ど ういったアプローチによ

るのだろうか。今世紀初頭に始まるダンスの機能主義的解釈2)は,背 景 としての社会

を静態的,調 和的にとらxる 点で,つ ねに変動する民族間関係の中で生 きるコエグの

ケースに適さない。これに対 し,1970年 代以降,社 会の内外における対立(confron一

2)　 ダンスの機能 主義 的解釈は,ダ ンスを社会行動 と見なす ヨーロ ッパの社会人類学の伝統の

　 中か ら生 じた。 まず,審 美的価値の視点だけか ら見 られていた ダンスを,社 会学的有用性 と

　 い う視 点か ら評価 したのはE.Durkheimで ある 【DuR圃肥田　1915】。機能主義的 なダ ンス理

　 解は,A,　 R.　Radcliffe・Brownが ア ンダマン島民の ダンスに対 して行 った,社 会 の調和 とい う

　 感情を個人 に体得 させ るために集団 で踊 るとい う解釈[RADCLIFFE-:・ ・　　 1922]に 代表 さ

　 れ る。 同様 の理解 は,E.　E.　Evans-Pritchardが 中央 アフ リカのザ ンデ(Zande)の ダンスを,

　 「性 的 な 力 を 社 会 的 に 無 害 な経 路 へ と誘 導 す る も の」 と した り　[Evnxs-PRTTCHARD

　 l928:458],ア メ リカ人研究者 のM.　 Meadが サモア(Samoa)の 若者 の ダンスを,大 人に よ

　 る厳 しい しつけ と服従か らの解放 ととらえてい る点に も見 ることがで きる[ME∠m　 1928】。

　 いずれ も社会 自体を調和的に考え,そ の中で のダ ンスの役割を見いだそ うとす るところに特

　 徴があ る。 この ような ダンス理解 が現在 の主流 でない ことは言 うまで もない。1950年 代以降,

　 特に アメ リカで文化 とダンスのかかわ りを研究す る分野が盛ん とな り,舞 踊人類学 とい う言

　 葉 も用 い られ るよ うにな る。 その間の学説史 につい ては,石 福 【1982:40≦41】お よび遠藤

　 【1989:44-46】を参照 のこと。
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tation)を 表 現 す る もの と して ダ ン スを と ら え る,機 能 構 造 主 義 的 な方 法 が現 れ る。

そ の 代 表 的 な もの はJ.Hannaに よっ てな され た 研 究 で あ る。 彼 女 は 西 ア フ リカの女

性 の ダ ンス を 男性 優 位 社 会 に対 す る反 抗 と して と らx,そ こに 革 命 や アナ ーキ ー状 態

の 可 能性 す ら見 い だ そ う とす る 【HANNA　 l977,1979】 。

　 また,P.　 Spencerは ケ ニ ア のサ ン プル社 会 に お け る ダ ンスが,厳 しい年 齢 階梯 制 の

下 で の長 老 支 配 に対 す る ア ンチ テ ー ゼ の 表 現 とな っ て い る と述 べ て い る　 【SPENCER

l985:163】 。 そ の 際,彼 はV.　 Turnerの コム ニ タ ス とい う考 え 方 を援 用 し,ダ ンスに

よる エ クス タ シ ーが,踊 り手 を構 造 化 され た 日常 生 活 か ら分 離 させ,一 時 的 に境 界 領

域 を作 り出す が,結 果 的 に は ダ ンス が不 安 定 な長 老 支 配 に よ る社 会 を補 完 す る もの で

あ る と して い る。

　 ダ ン ス研 究 に 関 す る機 能 構 造 主 義 的 ア プ ローチ で は,社 会 に 内在 す る固 有 の矛 盾 を

ダ ンスが どの よ うに表 現 し,解 決 す る のか に 焦 点 が 絞 られ る。 これ を コエ グに 当 て は

め て 考 え る と ど うい うこ とが い え るだ ろ うか 。 筆 者 は,今 日の コエ グ社 会 に お け る最

大 の 問題 は,民 族 間 関 係 に あ る と考 え る。そ の た め に人 び とは,時 に村 を挙 げ て 戦 い,

あ るい は 同盟 を祝 って歌 い踊 る。 け れ ど も,歌 い踊 る とい う一 見 す る と感情 的 に見x

る行為 の 中 に,目 的 性,メ ッセ ー ジ性,潜 在 性 が あ り,参 加 者 に 何 らか の影 響 を及 ぼ

す 力 さえ あ る。 これ は ま さ に,儀 礼(ritual)に ほ か な らな い。 この儀 礼 と して の コー

ドを読 む こ とが,コ エ グの ダ ンス を知 る こ とで あ る と筆 者 は 考 え る。

　 そ こ で本 稿 で は,文 化 接 触 に よる摩 擦 や 軋 礫 が コエ グの ダ ンス に ど う表 れ てい るか

を記 述 す る。 そ の さい,一 連 の ダ ンス を 「儀 礼 的 な ドラマ」SPENCER　 l985:271と

して とらえ,そ の 中 で ダ ンス の形 態 と歌 が3段 階 に 変 遷 しな が ら一 つ の メ ッセ ー ジを

作 って い く過 程 を 描 きた い と思 う。 そ の うえで,コ エ グ社 会 の抱 え る矛 盾 につ い て 考

察 す る。

　 した が って,本 稿 は コエ グの音 楽 文 化 全 体 に 関 す る包 括 的 な記 述 や,他 との 比較 に

よ る音 楽構 造 上 の特 質 を 問 うこ とを 目的 とす る もの で は な い。 す なわ ち,コ エ グ社 会

を理 解 す る た め の人 類 学 的 な ア プ ロー チで あ って,音 楽 学 的 なそ れ で な い こ とを 最初

に 断 って お き た い。

　 分 析 の 基 礎 と な る資 料 は,「 若 者 の ダ ンス(hiyari)」 と筆 者 が 呼 ぶ ダ ンス の場 で の

観 察記 録 と,そ こで収 集 した118曲 の歌 で あ る。 これ ら は1989年10月 か ら1990年ll月

に かけ て,コ エ グ最 大 の集 落 で あ る クチ ュル 村 で 記 録,録 音 した 。歌 につ い ては 後 日,

そ れ ら1曲 ず つ に つ い て,そ の歌 い手 を イ ンフ ォー マ ン トと して歌 詞 の意 味 内容 を聞

き取 った 。 また,ダ ンス に つ い て は,文 字 どお りの 参 与 観 察 に よる記 録 で あ る。 コエ
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グでは踊らない若者はいない。筆者もこのダンスに踊 り手 として加わることで,よ う

や く村の一人の若者 と認め られた とい う気がする。人が集まって集団で何かをすると

いう機会に乏しいコエグでは,ダ ンスの場のもつ意味は大きい。なお,文 末にはおも

な歌の歌詞とそれに付随する情報を,資 料として添付することにした。

　本稿の構成としては,次 の五章でまず コエグの生活様式について述べる。そ して,

分析の背景となる近隣集団との諸関係について概説する。さらに,コ エグはどんな時

に歌い,踊 るのか,お よび 「若者のダンス」以外の歌 とダンスの種類について記 し,

生活の中でのそれらのあ り方について述べることにする。皿章では,収 集された資料

に基づき,具 体的な分析を行 う。 ダンスの諸形態について検討 し,「若者のダンス」

が実際にどのようY'展開されるかを記述する。また,歌 詞の内容,歌 われる言語によ

って歌を分類 し,そ れによってコエグの歌 とダンスの特徴を,近 隣集団との社会関係

という観点から明らかにする。つづ く】V章では,そ の分析の結果を3つ の段階に整理

し,「若者のダンス」が発するメッセージを読む。それは同時に,今 日のコエグ社会

が抱える構造的な矛盾を解釈することでもある。V章 ではむすび として,本 研究に関

する若干の課題 と,今 後の展望について述べる。

皿.コ エ グ の 人 ・生 活 ・音 楽

1.採 取民的生活様式

　 エチ オ ピア西 南部 の オ モ 川下 流 平 原 は,リ フ トバ レー の底 部 に 広 が る,標 高500m

前 後 の 半 乾 燥 地 帯 で あ る。 この平 原 は南 北 約200km,東 西 約100　 kmの 細 長 い沖 積 地

で,こ こに は5～6万 人 が 牧 畜,農 耕 な どを営 ん で暮 ら して い る。 そ の 中央 部 を南 北

Y'流 れ る オ モ川 に 沿 って 繁 る川 辺 林 が,コ エ グの生 活 の場 で あ る。

　 彼 らは生 業 と して,河 岸 の 傾 斜 面 や 氾濫 原 を耕 して モ ロ コシ を作 るほ か,狩 猟,採

集,漁撈,ハ チ ミツ採 集 も重 要 で あ る。牧 畜 は一 部 の人 び とを除 きほ とん ど行 わ れ て

い な い。 コエ グの 生 業 活動 の特 徴 は そ の採 取 的 性 格 に あ る と筆 者 は 考 え る。す なわ ち,

食 物 の 保 存 や 蓄 積 を あ ま り行 わ ず,「 即 時収 穫 」 と 「即 時 消 費 」 を原 則 とす る。 この

性 格 は農 耕 に お い て も基 本 的 に 同 じで あ る3)0

3)　 コエ グの生業活動 の採 取民的性格について,筆 者は1991年5月 に大阪で開かれた 日本ア フ

　 リカ学会第28回 学術大会 にお いて,「 フロー型経済の豊かさ:エ チオ ピア西南部Koeguの 生

　 業活動 と食生活」 と題 した発表を行 った ことがあ る。 これについては改めて別稿を予定 して

　 い る。
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図2　 オモ川下流平原 と民族集団
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　 こうした採取民的な生業体系はまた,コ エグの分散的な居住形態 とも関連する。川

沿いに連なる耕作地,魚 を捕 るのに適 した川辺林の中の池,ハ チの巣箱を仕掛ける森

といった資源の効率的な利用を考えれぽ,分 散 して住むほ うが有利であろ う。実際,

コエグは数年前まで,川 辺林の随所に3～5家 族が固まって住んでいたと人びとはい

う。それが現在のように比較的大きい集落であるクチュル(人 口約350人)を 作 った

のは,地 域における民族集団間の紛争が激 しくな り,と くにムルシ(Mursi)か らの

攻撃を避けるためだという。

　 このようなコエグの生業体系と居住形態を総合 して,採 取民的生活様式と呼ぶこと

にする。 これを人びとの社会的紐帯とい う観点からみると,以 下のような点が指摘で

きる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 、

　すなわち,労 働における共同性はほとんどなく,個 別的活動が大半を占める。また,

政治的,宗 教的な リーダーシップはあいまいで,重 要問題を討議する集会や集団で行

う宗教的儀礼も恒常的な制度 としてはほとんど存在しない。 これは近隣の牧畜民がい

ずれも強固な年齢組織をもち,意 志の決定や命令の伝達 といった点で確立された制度

をもつのと対照的である。 さらに牧畜民との比較でいえぽ,コ エグは婚姻を通 じて姻

族間の結合のネ ットワークを拡大 し,親 族内での紐帯を強めるといった方法 もとろう

とはしない。こうした理由から,コ エグでは社会 ・政治組織の著 しい発達は見られず,

きわめてゆるやかな人的結合をもった社会であるといxる 。

　 さて,以 上のような生活様式や人的結合の問題に加えて,コ エグの歌 とダンスを社

会 とのかかわ りの中で考察するうえで重要な条件は,コ エグを取 り巻 く複雑な民族間

関係である。次節ではこの問題について述べる。

2.　 コエ グをめ ぐる民族間関係

　 コエ グは ナイ ル ・サ ハ ラ(Nilo-Saharan)語 族 の ス ル マ 系(Surma)言 語 で あ る コ

エ グ語 を 話 す が,同 時 に,ア フ ロ ・ア ジ ア(Afro-Asiatic)語 族 の オ モ 系(Omotic)

言 語 で あ る カ ラ語 も 日常 的 に使 う。 また,成 人 男性 の 多 くは ナ イ ル ・サ ハ ラ語 族 の東

ナ イ ロー ト系(Eastern　 Nilotic)言 語 で あ る ニ ャ ンガ トム(Nyangatom)語 も話 す こ

とが で き る。 こ うした多 言 語 使 用 の 状 況 は,な に よ りもまず,複 雑 な民 族 集 団 間 の諸

関 係 を 反 映 して い る と考 え られ る4}a

4)　 オモ 川 下 流 平 原 の 民族 集 団 の言 語 につ いて は,前 出 のBender【1976】 を参 考 に した 。 と く

　 に スル マ系 の 言 語 に 関 して はFleming【1983:523-555】 が 詳 しい 。 コエ グの多 言 語 使 用 の 状 況

　 につ い て は 稗 田 【1991:92-106】,Hieda[1991a】 を参 照 され た い。
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図3　 コエ グと近隣集 団の関係
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　 コエグが第2言 語 としてカラ語を使 う背景には,彼 らが長年,カ ラとの間に密接な

共生的関係を保って生活してきたという歴史がある。両集団は,家 族単位でbelmo

とい う盟友関係を結ぶ。その内容は贈与,物 品の交換にもとつ くパー トナーシップで

ある。両集団のほぼ全員がbelmo(カ ラ語ではbel)を もっている。そ して,彼 らは

対外的にはカロ(Karo)と い う一つの民族集団 として認識 されるほど,そ の関係は

密接である。

　 しかしその一方で,こ の両集団の間には性交渉の回避や酒宴に同席しないなどのタ

ブーがある。カラは コエグを賎視5)し,コ エグは社会的劣位集団として土地や生産物

の贈与,労 働力の提供を強制される。外側からは単一の集団に見えても,内 側では両

集団の民族 としての境界は厳然 と守 られている。

　それ と同時に,コ エグは隣接して住む牧畜民ニャンガ トムとの間にも特別な関係を

作 ってきた。カラとの同盟上,コ エグはニャンガ トムと敵対関係にあったが,い わば

タテマエとしての立場とは異な り,交 易や通婚 といった実際の人間の往来は以前から

かなりあったことは,人 びとの説明からはっきりとわかる。その結果,今 日では言語

をはじめ,歌 やダンスなどコエグの社会,文 化の随所に,ニ ャンガ トムのもつ牧畜文

化の影響が色濃 く見られる。

　それに加えて,1989年 の後半以来,コ エグはカラに対する従属的な関係を解消 し,

ニャンガ トムとの間で新 しい同盟関係を構築 しようとしている。そうした過程で,民

族集団としてのコエグは,ニ ャンガ トムに 「同化」 してしまうのではないか と筆者は

考える6)0

　さて,カ ラとニャンガ トムをコエグと最も接触度の高い2集 団だとすれば,そ れに

次いで高いのは,次 に述べるムルシ(Mursi),バ ンナ(Banna)で あろう。

　コエグの北方に住むスルマ系のムルシはいわゆる牧畜民である。 コエグは数年前ま

でムルシとの境界付近に住んでいた。今日ではカラー ムルシ関係の悪化に ともない,

5)カ ラが コエ グを賎視す る理 由の一つは,コ エ グの採取民的生活様式にあ ると筆者は考 える。

　すなわち,森 や川 にかかわ りの深い生活を し,動 植物 についての詳 しい知識を もつ人び とは,

　そ うで ない人 び とか ら畏 れ られ,蔑 まれ るこ とが あ る。 この問 題 につい ては拙稿 【松 田

　1991c:107-121]を 参照 されたい。
6)500人 の コエ グの うち,か つて カラとともに同 じ集落で暮 らしていた約150人 は,カ ラとの

　衝突の末,1990年1月 に ニャンガ トム領内に集団移 住 した。 この人び とはすでに コエ グ語 よ

　 りもカ ラ語 を 日常的 に話 し,ヤ ギ,ヒ ツジを追 う生活 を営ん でいた。残 りの クチ ュル村 の

　350人 も,カ ラとの戦闘の激化 に伴 い,1990年2月 には ニ ャンガ トム領 内に一時的 に避難 し

　た ことがある。 コエ グにおけ るニャンガ トム文 化の影響 に加え,こ うした非常 時の コエ グの

　行動か ら判 断 して,筆 者 は将来,民 族 集団 としての コエ グが ニャンガ トムに 「同化」す るの

　ではないか と考え る。少 な くとも,コ エ グの牧畜民化 の傾 向が年h強 まる ことはまちが いな

　い。 この問題 につ いては拙稿 【松 田　 1991a】を参照 されたい。
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コエグはムルシの攻撃対象となっているため,両 者の間に日常的な接触はない。また,

ムルシ領内には約200人 の コエグが住んでいる7も

　 コエグの東方の山地には,オ モ系の半農半牧民パンナが住む。彼らは狩猟の際にオ

モ川下流平原に降 りてきて,コ エグの村を訪れる。バンナとは互いに飢饒のときに,

食料の援助や養取をする関係にあると人びとはい う。本稿では触れなかったが,バ ン

ナ語の歌はとくに 「少女の歌遊び」の中に多 く,そ の内容は食物に関するものが多い。

　 コエ グの南 方に位置 す るオモ系 のハ マル(Hamar),ク シ系 の ダサ ネ ッチ

(Dassanetch)も コエグの歌の中によく登場する半農半牧民である。 しか し,こ の2

つの集団とコエグとは直接的な交渉はあまりない。

　以上のように,カ ラとの差別的関係とその解消の動 き,ニ ャンガ トムとの古い歴史

的つなが りと新 しい同盟関係,さ らにはそれ以外の近隣集団との敵対,あ るいは交易

関係など,コ エグをめぐる民族間関係は重層的で複雑である。筆者はこの錯綜 した関

係を統一的に表現 したものとして,コ エグの歌とダンスがあると思 う。それゆえ,歌

とダンスを分析す ることによって,近 隣集団との諸関係をより具体的な実相としてと

らえることができると考える。

3.生 活 の 中の歌 とダ ンス

　 コエ グは ダ ンス好 きな人 び とで あ る。 そ の こ とは,彼 らが歌 い,踊 る機 会 の 多 さに

よ っ て知 る こ とが で き る。 筆 者 の フ ィール ドノ ー トに よる と,1989年6月 か ら11月 に

か け て の104日 間8)の うち,若 者 や 少 女 た ち の ダ ンス や 歌 遊 び が 行 わ れ た 目は56日 で

あ った 。 この 期 間 は小 雨 季 を含 む ので,雨 の 降 らな い 日は ほ とん ど毎 日の よ うに,村

の ど こか で ダ ンス や 歌 遊 び が 見 られ た こ とに な る 。 乾 季 で しか も農 繁 期 に あ た る1

～3月 に は,村 を 出 て畑 に寝 泊 ま りす る人 が 多 い た め,頻 度 は これ よ りや や 低 くな る。

しか し,こ の 季節 に は川 辺 林 の 中 で ダ ンスが 行 わ れ る こ と もあ る。

7)　 1960年 代か らムル シで調査,研 究を行 ってい る人類学者D.Turtonに よると,ム ル シ領 内

　のオ モ川沿いには,こ の地域の先住民 と考え られ るクウェグ(Kwegu)が いて,ム ル シとの

　間にパ トロンー クライ アン ト関係を結んで生活 している。彼 らは川沿いの畑 を耕 し,魚 を食

　べて暮 らしてお り,ム ル シか らは狩猟民だ と考え られている とい う[Z'URTON　 l　986】。 また,

　 ムル シの北方に住 むボデ ィ(Bodi,自 称Me'en)の 領内に も,お な じくクウェグと自称する

　集団が住んでい る 【福井　 19881。言語学的な確証はないが,今 回筆者が調査 した コエ グと,

　 ムル シ,ボ デ ィ領内の クウェグは,歴 史的には共通の起 源を もつ人 びとであ ると予想 される。

　今 日,こ れ ら3つ の集 団の間に 日常的な交流はな く,筆 者 の調査 した コエグについていえば,

　上流に仲間がい るらしい ことを知 ってい るとい う程度にすぎない。

8)　 この うち,8月 後半 と9月 は筆者が調査地を離れていたため,ク チ ュル村 における ダンス

　 の有無を記録で きなか った。
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　 こ こで ダ ンス とい う用 語 につ い て確 認 して お く。 コエ グ語 で ダ ンス を 意 味す る こ と

ぽ はhiyariで あ る。　hiyariは,パ タ ー ン化 され た リズ ミカ ル な身 体 的 動 き と して の狭

義 の ダ ンスか ら,場 あ るい は機 会 とい う意 味 で の広 義 の ダ ンス まで,幅 広 い 使 い 方 が

され る。 また,単 に 歌 を 指 す場 合 もあ る。 本 稿 で も ダ ンスは こ う した 幅 広 い 用 語 と し

て 用 い て い るが,歌 だ け を 指 す こ とば と し て は 用 い て い な い 。 また,コ エ グ語 で

bangen(踊 る)と い う動 詞 が あ り,　aan　abangiyaa　 hiyari.(わ た しは 踊 る)の よ うに

使 うが,hiyariは 動 詞 に は 使 わ な い。 以下,添 付 した 資 料 も含 め,コ エ グ語 の 単語 に

つ い て は筆 者 の フ ィール ドノ ー トに加 え,コ エ グ語 の語 彙 集 【HEDA　 1991a]を 参 考

に したが,表 記 は 筆 者 自身 の 手 に よ る もの で あ る。

　 さ て,コ エ グの 歌 と ダ ン スは い くつ か の種 類 に分 け る こ とが で き る。 以 下 に そ の お

もな も のを あ げ て み る。

　 1)「 若 者 の ダ ンス」(hiyari)

　 この ダ ンス の具 体 的 内 容 に つ い て は,次 章 で詳 し く取 り上 げ る ので,こ こで は,コ

エ グの生 活 の中 で この ダ ン スが どん な位 置 を 占 め て い る のか に 重 点 を 置 い て 述 べ る こ

とにす る。

　踊 り手と参加者

　 このダンスは,踊 り手が主として未婚の男性(barsha)と 女性(hingashi)な ので,

「若者のダンス」と呼ぶことにする。 コエグ語では特別にこのダンスを指す単語はな

く,単Y'.hiyariと 呼ばれている。実際には,男 性は未婚,既 婚を問わず15歳 から35歳

くらいまで,女 性は逆に未婚であれば7,8歳 から20歳 くらいまでが踊 り手として参

加できる。特に幼い男児と既婚女性が踊 ることは厳 しく諌められる。

　踊 り手の数は男女あわせて20～30人 ほどだが,見 物人や周辺で遊ぶ子供たちを含め

れば,参 加者全体としてはこの2倍 ほどの数になる。 しか し,ダ ンスが始まれぽ村の

どこにいようとも歌声と手拍子は聞こえるので,参 加者の範囲を特定することは意味

がない。む しろ村人全員が参加者 とするのが適当である。

　また,カ ラやニャンガ トムの若者が踊 り手 として参加することもよくある。筆者は

これ らの集団のダンスについて くわしく観察 したわけではないが,す ぐにダンスの輪

に加われる程度には共通性がある。 このことは,年 齢集団名の並行関係と同 じく,地

域における人間の往来を可能にする要因の一つ として重要であると考えられる。
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　時間と場所

　このダンスは日没直後に始まり,夜11時 ころまで続 くのが普通であるが,時 には翌

朝まで踊 り明かす こともある。電灯はないので,月 明か りのないときは漆黒の闇の中

で踊ることになる。 しか し,特 別な場合を除いて昼間に踊ることはない。

　場所としては,必 ず村(borok)の 南の出入 り口(apok)に 面 した広場で行われる

(図4)。 後の2つ の出入 り口がいずれも森や川,畑 へ通ずる裏口と考えられている

のに対し,こ の南の出入 り口はカラとニャンガ トムの領域へ続 く道につながる,い わ

ば村の正面玄関として人びとに認識されている。

図4ク チ ュ ル 村
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　この広場は300平 方メー トルほどの広さで,「若者のダンス」以外の用途に使われる

ことはほとんど無い。ダンスが始まる夕方になると,老 人や男たちが小さいイスを手

にこの広場に集まり,若 者の歌声や歓声を聞きなが ら,思 い思いに くつろいだ り,議

論するのが日課となっている。

　農繁期には川辺林(dui)の 中でダンスが行われることもあるが,普 段は村の柵 よ

り外(森 や林と同 じくduiと 表現 される)で 踊ることはない。筆者の滞在中は,暗 闇

からムルシが襲って くるのを恐れて,夜 は柵の外へ出ようとしない人が多かった。

　 ダ ン ス ・リー ダ ー

　 とこ ろ で 「若 者 の ダ ンス 」 に は,歌 や ダ ンス の展 開 に主 導 的 な役 割 を 果 た す 数 人 の

若 者 が い る。 彼 らを 「ダ ンス ・リー ダ ー(has〃 の 」 と呼 ぶ9)0ク チ ュル 村 で は3人 の

いず れ も20歳 代 の 未 婚 男 性 を 軸 に して,「 若 者 の ダ ンス 」 が 繰 り広 げ られ る。 新 しい

歌 は お も に彼 らが 作 り,そ の 夜 ダ ンス を す るか ど うか とい うの も,彼 ら の意 向 が 重 視

され る。

　 「ダ ンス ・ リー ダ ー」 は 概 して 活動 的 で,頭 の 回転 の早 い,機 知 に富 ん だ 若 者 で あ

る。 しか し,ス ー ダ ンの アザ ン デの 人 び との 間 で 見 られ る"song-leader"の よ うに,

特 別 な威 信 や 呪 術 的 な力 を もつ わ け で は な い 【EvANs-PRITCHARD　 1928:454】 。 た だ,

「若 者 の ダ ンス 」 に お け る リー ダ ー シ ップ が,や が て村 の 政 治 的 な リー ダ ー シ ップ

(rikamanbarと い うア ムハ ラ語 で呼 ぼ れ る)に 発 展 す るこ とは あ り うる。 現 在 の村 の

リー ダー格 に あ る老 人 の1人 は,か つ て 自分 も 「ダ ンス ・リー ダー」 だ った こ とを 筆

者 に話 して くれ た こ とが あ る。

　日常としてのダンス

　 「若者のダンス」は人び とにとって日々の楽 しみであると同時に,未 婚の男女にと

っては結婚の相手をみつける重要な機会である。そのため,踊 り手は白い土(Bali)

を顔や体に塗 り,男 性は新 しい綿布(apala),女 性はヤギ皮の肩掛け(jaan)で でき

るかぎり身を飾 り,自 分をアピールする。踊 りの輪の外では,そ の夜の性交渉の相手

を くどく影があちこちに見 られ,話 しがまとまると,2人 は川沿いの森に行 く。ダン

9)has〃11と い う単語 は 「ダ ンス ・リー ダ ー」 だ け を 指 す の で は な く,特 定 の もの を作 る の が

　 得 意 な 人,と い うほ ど の意 味 で あ る。 例 え ぽ,丸 太 の く り舟(gagi)や 成 人 男 性 が もつ 携 帯

　 用 の イ ス(kara〃t)を 作れ るhaamiは 村 に数 人 しか い な い。 男 児 に割 礼(kit-korien)を 施 す

　 老 人 もhaamiと 呼 ばれ る。 ダ ンス の場 合 も,　haamiは 歌 を 作 るの が うま い人 とい うほ うが 適

　 当 で あ ろ う。 た だ し,本 文 に 述 ぺ た よ うY'`,「 若 者 の ダ ンス 」 の 開 催 か ら展 開 に 至 る まで,

　 そ の リー ダー シ ップ を と って い る の は,こ のhaamiで あ る。
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スが佳境に入って くると,男 女の身体接触の度合いが強まり,動 きそのものも互いが

抱き合って腰をつき出すようにして踊るようになる。そのときに歌われる歌も性に関

する事柄が多 くなる。やがて夜が更けるにしたがって踊 り手の数が減 り,ダ ンスは自

然解散 となる。

　 「若者のダンス」が意識的に避けられるのは,村 に死者が出た夜である。その夜は

死者の親族にとって泣き明かす夜(okora)で あ り,歌 やダンスは自粛される。また,

ミミズク(direncaari)が 村に飛来 したのを見かけた日も,死 者が出る前兆だとして

ダンスは行われない。 コエグのもう一つの大 きな集落であるガルギダ(Galgida,人

口約150人)で は,カ ラとの緊張が高まった夜に,年 長者の手で 「若者のダンス」が

強引に解散させられたのを見たことがあるが,ク チュルではそうしたことはなかった。

　 非 日常 と しての ダ ン ス

　 この よ うに 「若 者 の ダ ンス 」 は,性 交 渉 の相 手 を 見 つ け る場 と して の 日常 的 意 味 が

大 き い。 しか し,非 日常 的 な 祝 祭 の場 に お い て も同 じよ うに 「若 者 の ダ ンス」 が行 わ

れ,そ の場 合,規 模 は は るか に 大 きい もの に な る。 筆 者 の観 察 した例 で は,1989年2

月9日 か ら11日 にか け て 行 わ れ た,ニ ャ ンガ トム との 同 盟 を 祝 う 「若 者 の ダ ンス」 が

最 大 で あ る。 これ は カ ラへ の 従 属 関係 の放 棄 と,ニ ャ ンガ トム との新 しい 関係 の成 立

を公 式 的 に表 明 した,記 念 す べ き集 会 で あ った 。 この と きは 約60人 の ニ ャ ンガ トム の

若 者 が加 わ り,総 勢100人 を越 え る規 模 で2昼 夜 ダ ンス が行 わ れ た 。

　 また,1989年7月26日 の成 人 加 入儀 礼(sharki-ka-tan　 ta)10)の 後 で も,大 規 模 な 「若

者 の ダ ンス」 が開 か れ て い る。 この と きはramalai(弾 丸 の 名 前 の一 つ)と い う年 齢

集 団 が大 人 の仲 間 入 りを す るの が祝 われ た。

　 同 じ年 の11月12日 に は,カ ラの攻 撃 に備 え て クチ ュル 村 全 体 が 臨戦 態 勢 を とった 際

に,ニ ャ ン ガ トムの 主 導 で戦 意 高 揚 の た め の儀 礼(〃zor-800加)11)が 行 わ れ た 。 そ し

10)　 この成人加入儀礼 は,ま ず,前 回成人 した男性が今回成人す る若者を,細 い木 の枝 で作 っ

　 た長 さ2メ ー トルほ どの ムチ(sharki)で 激 し く打つ ことか ら始 まる。 この ときムチ打たれ

　 たのは15歳 か ら18歳 くらいの7人 であった。若者 たちは年長者 に差 し出す2頭 のヤギ と1頭

　 の ヒツジを丸焼 きにす る準備 を しながら,寄 って くる男性か ら一人ずつ,数 回にわた って ム

　 チを受 け る。 向か い合 って振 り下 ろされ るムチ に対 し,杖(nyabala)と イスを突 き出す よ

　 うに して防御 のポーズを とる。 しなやか なムチは金属的 な音 と ともに若者 の背中,上 腕部,

　 脇腹 を裂 いて ミミズ腫れ の傷を残 す ことになる。 このあ と,村 の成人 男性が勢揃 い した席

　 　(pak)にtaashaと い う木の枝に乗せた肉が運 ぽれ,何 人かの老人が一 人ず つ演説す るのを

　 聞きなが ら,祝 宴(pak-taasha)が 催 され る。 この日か ら若者た ちは大人用のイ ス(karate)

　 を もつ ことが許 され,村 の政 治的問題 を話 し合 う討論 の場 にも参加 できる。 また,頭 髪を灰

　 色 と朱 色の泥で固めた髪形(shalshubo)を 結 っての ち,新 しい年齢 集団名を もら うことに

　 なっている。

ll)　 この儀礼 は,日 没後,辺 りが暗 くな ってか ら始 まった。村 の柵 の外 に30人 ほどの男性が ヤ/
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てその翌 日にやは り,「若者のダンス」が開かれている。 このときの歌声や銃声は,

約4km離 れたカラの村にも届いたと人び とはい う。

　 2)「 少 女 の歌 遊 び 」(hiyari-ka-ingashi)

　 「少 女 の歌 遊 び 」 は 「若 者 の ダ ンス」 と同 じ く 日没 後1,2時 間 ほ ど行 わ れ る,未

婚 の少 女 た ちだ け のhiyariで あ る。 コエ グ語 で はhiyari-ka-ingashi(少 女 の歌,あ る

い は ダ ンス)と 呼 ぼ れ て い る12)。村 の広 場 の 反 対 側 に あ た る空 き地 で行 わ れ,「 若 者

の ダ ンス」 に 比 べ る と地 味 で規 模 も小 さい。

　 こ の遊 び に は 大 き く分 け て3種 類 あ る。 まず,2列 に数 人 ず つ が 並 行 に 向 か い 合 っ

て並 び,歌 に合 わ せ て ゆ っ く りした テ ンポ で前 後 に一 歩 ず つ ス テ ップを 踏 む 。 これ を

eiyaraと い う。 この言 葉 は 歌 の 中 の掛 け 声 か ら きて お り,特 に意 味 は な い。

　 また,同 じ く2列 に並 び,手 拍 子 に 合わ せ て歌 い なが ら,片 方 の列 か ら も う一 方 の

列 へ 移 動 して行 く遊 び もあ る。 そ の 際,2人 が1組 にこな り,1人 が も う1人 の 肩 に 手

を 当 て て押 す よ うに して進 む 。送 って い った子 供 は,今 度 は 同 じよ うに 送 られ て 自分

の列 に戻 っ て くる。 こ の遊 び に は 特 に 名前 は つ け られ て い な い。

　 も う一 つ の遊 び はooya-ka-kopenと い い,歌 と手 拍 子 の輪 の 中 で,2人 の 子 供 が ど

ち らか が倒 れ る まで ウサ ギ 飛 び を 繰 り返 す 。

　3)そ の他

　これら以外でよく歌われるものに,労 働歌としての 「粉挽き歌{hiyari-ka-diiden)」

がある。 これは石 ウスでモロコシを粉に挽 くときに女性が歌 う歌で,複 数のコーラス

の間に一人が合いの手を入れ るとい う形式は,「 若者のダンス」のときの歌の形式と

同 じである。

　筆者は結婚を祝 うダンスを1度 だけ見たことがある。50人 ほどの男女が向き合って

分かれ,歌 いながら交互に一方の集団に突入する。小さい子供は倒れて下敷きになる

こともあるほど,何 度 も激 しく行われる。その後で,新 郎から新婦の友人や村の女性

＼ リ(paar)や ライフル銃(mura)を 縦に して もち,全 員が満月のほ うを向いて一か所 に身を

　 寄せて座る。 その ときに低 い声 で歌 うニャンガ トム語の歌をgoo如 とい う。そ の周囲を中腰

　 にな って銃を構 えた男たちが,裏 声 を発 しなが らパ タパ タと足音高 く何 度 も回 る(eri)。 こ

　 の戦いの踊 りは村 の中に場所 を移 して夜8時 ごろまで続いた。

12)　 コエ グ語 では 「若老 の ダンス」 も 「少女 の歌遊び」 も,hiyariの カテ ゴリーに入 る。筆者

　 が後者を ダンスとせずに歌遊び と訳 したのは,踊 り手が少女 と幼児 に限 られ,遊 戯的な性格

　 が強いか らであ る。 しか し,そ の ときに歌われ る歌については,「 若者の ダンス」 と同 じく,

　 カラ語やバ ンナ語,ム ル シ語 で歌われ ることが多 く,筆 者は約30曲 を収集 した。 これ らにつ

　 いて も別の機会 に発表 したい。
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た ち の ロに,少 量 の噛 み タバ コが 配 られ る。

　 子 守歌 につ い て は ま った く調 査 して い な い が,少 な く とも屋 外 で 乳 児 や 幼 児 を あや

しな が ら,母 親 が 歌 う とい う光 景 は 目に した こ とが なか った 。

　 こ の ほ か,身 体 動 作 を 伴 わ な い 歌 に,「 酒 盛 り歌(hiyari-ka-cal)」,「 魚 の 歌

(hiyari-ka-arte)」,「 鳥 の歌(hiyari-ka-kubar)」 が あ る。 これ らの歌 は 「若 者 の ダ ン

ス 」 の場 で歌 わ れ る こ とは ない 。

皿.「 若者 の ダンス」 にみ る民族間関係

1.ダ ンスの諸形 態:あ る夜 の 「若者 の ダ ンス」 か ら

　さて,コ エグは実際にどのように踊 り,歌 うのだろうか。ある1日 を事例として,

これを具体的に見てみることにする。ここにあげる事例は,1989年10月16日 の夜に行

われた平均的な 「若者のダンス」である。筆者は,ダ ンスの形態と歌の連関やそれ ら

の時間的な変化,参 加者数などを観察し,同 時にその開始から終了までを録音した。

図5は その結果をまとめたものである。

　この日はまず,10歳 前後の少年数人が日没のころから広場に出て,歌 と手拍子Y'合

図5　 ある1日 の 「若者の ダンス」の展開(1989年10月16日)
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わせて垂直に跳躍するダンスを始めた。これが 「若者のダンス」開始のいつもの合図

である。この少年たちはまだ幼いため,正 式に 「若者のダンス」に参加できない。19

時 ころになって15,6歳 以上の少年たちがくると,彼 らは追い払われて しまうことに

なる。 こうして 「若者のダンス」が正式に始 まる。では,「若者のダンス」の進行の

様子を,時 間にしたがい,ダ ンスの形態ごとに見てみよう。

　 1)hiyari-ka-ashinen(跳 躍 ダ ンス)

　 「若 者 の ダ ンス 」 は い つ も,コ エ グ語 でhiyari-ka-ashinen(垂 直 にこ跳 躍 す る ダ ンス)

といわ れ る形 態 で 始 ま る。 これ は,1人 ま た は複 数 の男 性 が,十 数 人 で 作 る半 円形 の

輪 の 中 で手 拍 子 に合 わ せ て,垂 直 に 高 く跳 ぶ ダ ン スで あ る(図6-1,お よび写 真1,

2)。 着 地 した と きに か か と を し っか り地 面 につ け て 音 を 出す こ と,そ して 跳 ん だ と

きに は胸 を 反 り気 味 に す るの が 格好 よい と され て い る。 同 じ年 齢 集 団 の 少 年 た ち が横

一 列 に手 を 組 ん で跳 ぶ 場 合 を ,と くY`hiyari-ka-bokusinenと い うこ とが あ る。

　 開始 後15分 ほ どた つ と少 女 た ち も集 ま って くる。 少 年 た ち の列 に対 面 す る形 で,少

し距 離 を お い て集 ま る。 彼 女 た ち は わ きを 締 め て ひ じを 曲 げ,歌 に合 わ せ て ひ ざの 屈

伸 で リズ ムを とる。

　 この跳 躍 ダ ンスは,東 ア フ リカの 牧 畜 民 の 間 で よ く見 られ る形 態 で,ケ ニ アの マサ

イ 　 (Maasai)や サ ン プ ル(Samburu)な ど の 例 は よ く知 ら れ て い る 【SPENCER

l985:146】 。 また,ウ ガ ン ダの ド ドス(Dodoth)【 トー マ ス　 1979:96】,さ ら に牧 畜

図6-1　 ダ ンス の諸 形 態(hiyari-ka-ashinen)
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写 真1　 hiyari-ka-ashinen複 数 の少 年 た ち の ジ ャ ン プ

写 真2　 hiyari-ka-ashinen　 l人 の 男 性 に よ る ジ ャ ンプ

民 で は な い が ル グパ ラ(Lugbara)【My)DLETON　 1985:175】 で も,こ う した 跳 躍 ダ ン

ス を 見 る こ とが で きる。

　 コエ グの場 合 も,こ の形 態 は ニ ャ ン ガ トムか ら移 入 され た もの で,図5に も示 した

とお り,こ の ダ ンス に合 わ せ て歌 わ れ る歌 の ほ とん どが ニ ャ ンガ トム語 で あ る。 そ れ

らの 歌 詞 の 内 容 に つ いて は,文 末 の表1に あ げ た 歌 の一 覧 表 の うち,No.75～80を
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参照 してほしい。戦い,ゾ ウ狩 り,銃 など勇壮な歌が好んで歌われているのがわかる。

　 1曲 ごとの最後は,ひ ときわ高い手拍子を合図に,少 年たちは跳ぶのをやめる。そ

して,居 並ぶ少女たちの方に駆け寄 り,相 手かまわず腰を押 しつけようとする。その

とき少年たちは,腕 で家畜の角のかたちをまねながら,ニ ャンガ トム語に特有の裏声

で叫ぶ。 こうした歓声 と嬌声のなかで,ダ ンスはしだいに盛 りあがっていく。

　2)eruwaak

　踊 り手の数がそろうと,今 度は

eruwaakと いうダンスに変わる。

さきほどの雑然 とした雰囲気か ら

一変して,今 度は手拍子や歌 も低

く統率のとれたものとな り,緊 張

感あふれた空気が漂 うダンスであ

る。

　 まず,男 性の踊 り手が半円の輪

の中で垂直に跳ぶ。やがて踊 り手

は,輪 の中に進み出た1人 の少女

を追い回すように跳ぶ。そのとき

にも両腕は頭のうえでウシの角を 図6-2　 ダ ンス の 諸形 態(eru　 waak)

写真3　 eru　waak　 自分の持ち歌に合わせて踊 る
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形 どる。 少 女 は 少 年 の跳 躍 をか わ しなが ら,歌 に合 わ せ て軽 や か に逃 げ る(図6-2,

お よび 写 真3)。 こ の ときは 時 間 に して25分 間 だ が,7人 の少 年 が 次hと 踊 った。

　 と ころ で,eruwaakと い うこ とぽ は ニ ャ ンガ トム語 に 由来 す る もの で,そ の形 態 は,

現 在 の コエ グ の 文 化 的 な 脈 絡 と必 ず し も合 致 す る も の で は な い 。 とい うの は,

eru　waakは 踊 り手 で あ る男 性 個 人 の 持 ち歌 と され て お り,そ の 内容 は彼 が 自己 同 一 化

して い る去 勢 牛 に 関 す る こ とが らで あ る(表1,No.81～87)。 た とえ ぽ,そ の ウ シ

の色,模 様,角 の か た ち に対 す る称 賛 や,そ の ウ シが 自分 の もの とな った 経 緯 な どを

内 容 とす る。 それ は牧 畜 民 に特 有 の世 界 観 【福 井 　 1987:33】 を ウ シを通 して表 現 した

もの とい え る。

　 そ れ に対 して,ク チ ュル村1に住 む コエ グの 場 合 は,生 活 面 で家 畜 とのか か わ りが 弱

く,こ のeruwaakに 実 質 的 な 意 味 は ほ とん どな い と考 え られ る。 コエ グの 若者 は,

歌 の 中 に 登 場 す る家 畜 を ウシ か らヤ ギ に置 き換 え て歌 って い る とい うが,筆 者 に は

eru　waak　 Yom.対す る コエ グの若 者 の 感 情 移 入 は,そ れ ほ ど強 い とは思 え な い。 ニ ャ ン ガ

トムの若 者 の場 合 は,自 分 のeru　 waakを 踊 って い る うち に,興 奮 して失 心 す る者 も

あ るほ ど な の で あ る 。 しか しそ れ で もな お,コ エ グの 若 者 た ち の 間 で このeruwaak

が一 連 の 「若 者 の ダ ンス」 の 中に しっか りと組 み 入れ られ て い る のは,彼 らが牧 畜 民

的 な価 値 観 を部 分 的 では あれ 了 解 し,受 け 入 れ ざる を え な い社 会 的,政 治 的状 況 に あ

る こ とを示 して い る といxな い だ ろ うか 。eru　waakは 牧 畜 民 の価 値 世 界 を 具 現 化 した

ダ ンス で あ り,そ の意 味 で メ ッセ ー ジ性 の た い へ ん強 い ダ ンス で あ る と いえ る。

　 3)alima

　 この あ た りか ら 「若 者 の ダ ンス 」 は 新 た な段 階 に入 る。 踊 り手 の数 も この ダ ンス の

と きが最 も多 く,こ の夜 も20人 を 越xて い た。 ま た,歌 わ れ た 歌 の数 も19曲 と最 も多

か った。

　 ali〃1Qは 男 女 が1組 のペ アに な って 踊 る形 態 で,並 列 に組 ん で互 い の腰 を 横抱 きに

す るか た ち と,向 か い合 って 組 み 互 い の ひ じを とる か た ちが あ る。 ど ち ら も歌YT合 わ

せ て,前 後 に ス テ ップを ふ む 。この場 合,腰 を 強 く押 しつ け合 うの が よい とされ る(写

真4)。

　 この ダ ンス の ユ ニ ー クな 点 は,男 女 の ペ ア の作 り方 に あ る。 まず,ゆ っ く りした テ

ンポ で歌 が始 ま る。 そ の間 に3,4人 の 少 女 が輪 の 中 に進 み 出 て,自 分 が 踊 りた い 相

手 の 男性 の 前 まで進 み,軽 く手 や 視線 で合 図 をす る。 そ こでUタ ー ン して元 の位 置

に戻 った後,歌 の盛 りあ が りと共 に 再 度進 み 出 て ペ ア を作 り,カ ップル ・ダ ンス が始
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写 真4　 alima男 女 一 組 に な って 踊 るカ ップ ル ダ ンス

まる(図6-3)。

　すなわち,こ のダンスにおいて相手を選ぶ判断は,一 方的に女性の側にゆだねられ

ている。男性は選ぼれるのを待つのみである。 コエグ社会は,男 性による強引とも見

える略奪的なや り方での結婚や,妻 への暴力的な虐待などが存在 し,社 会生活の多 く

の場面では,一 見すると男性優位に見えることがよくある。 しか し,こ の踊 りを注意

深 く観察 してみると,実 際に結婚相手を探す機会 としての 「若者のダンス」の場では,

少女たちは自ら積極的に相手の男性を選んでいる,と い う形式がとられている。

　alimaは ニャンガ トム語のelimaと い う同様のダンスからきていると人びとはい う。

しかし,こ の日の夜に歌われたのはニャンガ トム語の歌が8曲,カ ラ語が5曲,そ れ

以外の歌が6曲 で,ニ ャンガ トム起源のダンスでありながら,今 日ではい くつかの言

語がい りまじった歌に合わせて踊 られていることがわかる。

　歌詞の内容については,カ ラを性的,身 体的に椰楡 した り,あ るいは嘲笑する歌が

登場 してくる(表1,No.88～105)。 た とえぽ,あ るカラの男の大きい鼻の穴をから

か う歌(No.88),あ るカラの男の睾丸はあまりに大 きいので手術の針も通らないと

いう歌(No.96)な どである。

　歌詞におけるこうしたあからさまな性描写 と,踊 りにおける動きの狽雑さが,ダ ン

スの盛 りあが りに一層の拍車をかける。ali〃toは,そ れ までの厳かで規律のとれた2

つの形態のダンスとは対照的に,解放されたエネルギーの発露する場 となるのである。

55



国立民族学博物館研究報告　　17巻1号

図6-3　 ダ ン スの 諸 形 態(alima)

　 hiyari-ka-ash　inenとeru　 waakは,牧 畜 民 的 世 界 観 を ダ ンス に具 現 化 した もので あ る

が,そ れ は牧 畜 民 と非 牧 畜 民 を 明確 に 区別 す る世 界 観 で あ る。 そ う した世 界 の中 で,

非 牧 畜 民 コエ グは 社 会 的 劣 位 集 団 と して位 置 づ け られ て きた。 それ と同時 に,こ れ ら

2つ の ダ ンス の 場 で は,男 性 と女 性 が は っ き りと分 かれ て踊 る とい う構 図 が 見 られ る。

しか し,こ のalimaに お い て は,牧 畜 民 と非 牧 畜 民,男 性 と女性 とい う秩 序 だ った 区

分 が取 り払 わ れ,一 時 的 に カオ ス の状 況 が作 り出 され る。 こ こで は 男女 の融 合 が 図 ら

れ,ま た,性 的 な 嘲 笑 や 椰楡 とい うか た ち で,カ ラ との 間 の上 下 関係 が あ い まい に さ

れ る。 そ して,次 に 始 ま るhiyari-ka-kuwaminで は,再 度秩 序 が取 り戻 され,今 度 は

コエ グの採 取 民 的 世 界 観 が体 現 され た ダ ンス とな るの で あ る。
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　 4)hiyari-ka-kuwamin

　21時40分 か らは,alimaに 代 わ ってhiyari-ka-ku　 waminと い う静 か な ダ ン スが始 ま

る。 この夜 はそ の前 にhiyari-ka-sherienと い う,前 後 左 右 に 隊列 を組 ん で練 り歩 くダ

ンス(図6-4)が 見 られ た が,筆 者 の知 る限 りで は,こ の ダ ン スは まれ に しか 踊 られ

ない 。hiyari-ka-kuwaminが 始 ま る こ ろに は,参 加 者 は 踊 り手 だ け に な り,こ の夜 は

男 性10人,女 性6人 が数 え られ た 。

　 kuwa〃zinと は ビザ を 意 味 す る コエ グ語 で,男 女 が 向か い合 っ て抱 き合 い,ピ ザ を

互 い の ピザ の 間 に 入 れ る よ うに して踊 る こ とに 由来 す る(図6-5)。 男女 の 接 触 と い

う点 で い え ば,alimaよ りも さ らにhiyari-ka-kuwa〃zinの 方 が度 合 い が 高 く,ゆ っ く

りと した テ ンポ で,腰 を押 しつ け あ う よ うに して 踊 る。 これ は コエ グだ け に しか な い

ダ ンス だ と人 び とは い う。

　 この 時 の歌 は,言 語 的 に はali〃1Qよ りも さ らに 多彩 に な る(表1,No.106～118)。

ニ ャン ガ トム語 だ け の歌 は な くな り,ム ル シ語,カ ラ語,バ ンナ 語(カ ラ語 に近 い)

の歌 が 多 くな る。 だ が,相 変 わ らず コエ グ語 だ け の歌 は ない 。

　 歌 詞 の 内容 と して は 鳥 や ヒ ヒ,あ るい は人 を コ ミカ ル に取 り上 げ た もの が め だ つ。

た とえ ば,No.106は カ ラ語,ニ ャ ンガ トム語,ダ サ ネ ッチ 語 の 混 じった 歌 で,列 を

な して 水 を 飲 み に 行 くロバ を歌 って い る。No.107は カ ラ語 で,夜,人 び とが寝 静 ま

った 後,川 で 漁 を す る アオ サ ギ を歌 い,No.111は パ ンナ語 で,森 の 中 か ら畑 を うか

が ういた ず ら者 の ヒ ヒを歌 って い る。 これ らの歌 は 動 物 に対 して 親 近 感 を も って接 す

る コエ グ の感 性 を よ く表 した もの だ とい え る。 また,No.112は 草 原 の くぼ み に 人 が

落 ち た と きの歌 で,そ の ダ シ ッ とい う音 を コー ラス に 入 れ

て歌 って い る。No.114とNo.115は 援 助 物 質 を 運 ん で く

るhラ ックが,砂 け む りを あげ なが ら走 る さ まを 歌 った も

の で あ る。

図6-4ダ ンス の 諸 形 態

　 (ゐかα7'-ka-sherien) 図6-5　 ダ ンス の 諸 形 態(hiyari-ka-kuwa〃tin)
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　 hiyari-ka-ku　wa〃tinは,ダ ンス の形 態 に お い て も,歌 詞 の 内容 に お い て も,他 の ダ

ンスに 比 べ て も っ と も コエ グ ら しさ を よ く表 して い る。 筆 者 は か つ て コエ グ の採 取 民

的 な世 界 観 に つ い て 述べ た こ とが あ る。 そ こで は 精 霊 の 話 や 自然 界 に おけ る タ ブ ーを

取 り上 げ た が,そ の 中 で もや は り,人 び との 間 に 自然物 に対 す る親 近 感 や,自 然 の リ

ズ ム と 人 間 の 活 動 とを 並 行 的 に 考 え る 思 考 が 見 ら れ る こ と を 指 摘 した 【松 田

1991b:16-25,1991c:107-1211。 これ を コエ グ の民 族 と して の 感 性 と呼 べ る な らぽ,

hiyari-ka-ku　waminは コエ グの 感性 を代 表 す る ダ ンス であ る といxる 。

2.歌 詞 の 分 析

　歌は身体的動作 とならんで,コ エグの 「若者のダンス」を構成する主要な要素の一

つである13)0本稿では歌の中でもとくに歌詞を取 り上げ,そ れを2つ の側面から検討

しようと思う。その一つは何語で歌われるかであ り,も う一つは歌詞の意味内容につ

いてである。そして,コ エグはなぜ,コ エグ語 よりもコエグ語以外の言語で歌を歌 う

のかとい う問題を,民 族間関係とい う社会的背景に視点を置きながら考えることにす

る。

　前述 したように,分 析のもととなるデータは,筆 者が約12ヵ 月の調査期間中に収集

した歌を整理 し,重 複 した分を省いた118曲 の歌である。これは当時,「若者のダンス」

で歌われていた歌のほぼ全曲といってよい。以下の文中のカッコ内に示 した番号は,

表1の 通 し番号,お よび添付 した資料の番号に対応 している。

　 1)言 語別 分類

　 まず,分 析 結 果 か ら見 てみ よ う。 「若 者 の ダ ンス」 で歌 わ れ る歌 の 歌 詞 を 言 語 別 に

分 類 す る と,図7の よ うに な る。数 の うえ で圧 倒 的 に 多 い のが ニ ャ ンガ トム語 の歌 で,

全 体 の約 半 数 の58曲 に もな る。 この うち33曲 はeru　 waakと い う,個 々の踊 り手 に属

す る歌 で あ り,そ の数 は 踊 り手 の 数 と同 じだけ 存 在 す る こ とに な る。 しか し,そ れ を

差 し引 い て も25曲 とな り,や は りニ ャ ンガ トム語 の歌 が 多 い こ とに変 わ りは な い。

　 次 に,カ ラ語14曲,ム ル シ語13曲,ダ サ ネ ッチ語12曲,・ ミンナ語9曲 が つづ く。 コ

エ グ語 は 少 な くわ ず か5曲 しか な い。 単 語 や 節,句 ご とに言 語 が 異 な る混 合 の歌 も5

曲あ る。 も っ と も数 が 少 な い の は ハ マ ル語 の2曲 であ る。

13)　 『音楽人類学』を著 したA.P.　 Meriamは 歌詞研究の重要性について次 の ように述べてい

　 る。「歌詞 は,共 同体を悩 ませ てい る諸問題 の解決 にあた る行為の一手段 として用い られ う

　 るのである。(中 略)歌 詞 の研 究を通 じて,実 体 を覆 ったベ ールを打 ち破 る ことに よ り,そ

　 の文化の 「エ トス」を いち早 く理解 し,そ の文化 に固有の心理的過程 と諸問題に対す る見通

　 しが得 られ るよ うにな るであろ う」(訳 は翻訳者に よる)【メ リアム　 1980:244-245】。
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図7　 歌詞の言語別分類

では,コ エグの若者たちはどうして他集団の言語でこれほど多 くの歌を歌 うのだろ

うか。以下に,言 語別にその理由を考えることにする。

　 カ ラ語

　 皿章 で述 べ た よ うに,カ ラ とコエ グは 長 い 間 共 生 的 な 関係 に あ っ た。 この こ とが ま

ず,コ エ グが カ ラ語 で多 くの歌 を 歌 う主 要 な 要 因 で あ る と考 え られ る。 そ の歴 史 的 関

係 か ら,ク チ ュル村 に住 む コエ グに と って カ ラ語 は 第2言 語 で あ り,中 には コエ グ語

よ りカ ラ語 の ほ うが話 しや す い とい う人 もあ る。 さ らに は,ガ ル ギ ダ村 に住 む コエ グ

に と って は,カ ラ語 は第1言 語 で あ る。 した が って,カ ラ語 で歌 が作 られ る のは 自然

な こ とで あ ろ う。

　 また,カ ラの歌 を そ の ま ま移 入 して い る と思 わ れ る例 もあ る(No.52,105)。 これ

も同 じ村 に 住 み,一 緒 に ダ ンス を踊 った 経 験 か ら,カ ラの 若 者 が 作 った歌 を取 り入 れ

た と推 察 で き る。 カ ラ語 の歌 に 限 らず,か つ て一 緒 に 踊 った 際 に 覚 え た とい う言 い方

は,な ぜ 他 の言 語 で 歌 うの か と コエ グの若 者 た ちに 尋 ね た と きに,い つ も聞 く こ との

で き る答xで あ る。
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　 しか し,カ ラ語 で 歌 う大 きな理 由 は も うひ とつ あ る。 そ れ は 次 の歌 詞 内容 の分 析 と

もか か わ るが,カ ラ語 で歌 わ れ る歌 に は カ ラを性 的 に 侮 蔑,嘲 笑 す る歌 が 大 半 であ る

(No.1,2,13,16,30,88,92)。 これ らの 内容 ガミカ ラの 人 び とに理 解 され な い と歌 う意

味 が ない 。 ほ とん どの カ ラは コエ グ語 を知 ら ない の で あ る。

　 ニ ャン ガ トム語

　 ニ ャ ン ガ トム語 の 場 合 も い くつ か の要 因 が 考 え られ る。 まず 第 一 に,hiyari-ka-

ash　inenやeru　 waak,　 alimaと い った ダ ンス の形 態 自体 が ニ ャ ン ガ トムか ら移 入 され た

も ので あ る以 上,そ の とき の歌 に ニ ャ ンガ トム語 の もの が 多 い のは 当 然 で あ る。また,

筆 者 が 録 音 した 「若 者 の ダ ンス」 の 中 に,ニ ャ ンガ トムの若 者 が常 時 数 人 は いた こ と

も考 慮 して お か な け れ ぽ な らな い。

　 だ が 主 た る要 因 と して,牧 畜文 化 の浸 透 とい う,こ の 地 域 に お け る歴 史 の底 流 こそ

が 注 目され るべ きで あ ろ う。 この現 象 は コエ グ に と って は 生 活,文 化 の ニ ャ ンガ トム

化 と して 表 れ る。コエ グ の若 者 が この 現 象 の受 け入 れ を あ る程 度 容 認 して い る事 実 を,

ニ ャ ン ガ トム語 の歌 の ひ とつ ひ とつ が 示 して い る よ うに 思 え る。

　ムルシ語

　ムルシ語の歌の存在は,数 年前までコエグがオモ川の上流部に分散 して住み,ム ル

シとも日常的な接触があったことを裏づけるものである。上流部に住んでいた とい う

若者の話によると,コ エグとムルシは互いに川の両岸を耕 し,時 には一緒に食事を し

た り,踊 った りしたという。

　前述のように,ム ルシ領内には,ム ルシとの間で共生関係にあるコエグの別集団が

住むが,こ の集団と筆者の調査 した集団とは現在では全 く接触がない。 これ らを考え

あわせると,ク チュル村のコエグがムルシ語の歌を歌 う背景には,そ の昔オモ川沿い

に広 く住んでいたコエグという人びとが,外 から移住 して来た集団によって征服 され,

分断された歴史が見え隠れする。

　バンナ語

　コエグとパンナの関係は,歌 の分析を通 して明らかになった部分が多い。両集団の

間は約30km,歩 いて1日 で行ける距離 しか離れていないが,カ ラや ニャンガ トムの

ように日常的に人が行き交 う関係にはない。

　バンナは低地に暮 らす コエグとは違い,標高1000m前 後の山地で半農半牧を営む。

この生活環境の違いが交流を生み,ク チュルはい くつかの村 との間で飢謹の時に助け

6a



松田　 採取民 コエ グの歌 とダンス

あったことがあるという。これを裏づける歌が 「少女の歌遊び」の中にい くつか見 ら

れるが,表1に ごあげた歌の中にはこうした関係を思わせるものはない。ただ,コ エグ

の若者たちがバ ンナの村へ行ったときに覚えてきた という歌が残っているにすぎな

い。

　 ダ サ ネ ッチ語,ハ マル 語

　 ダサ ネ ッチ語,お よび ハ マル 語 の 歌 は,カ ラの若 者 た ち が よ く歌 うこ とか ら,コ エ

グへ は カ ラを 経 由 して は い っ て来 た も の と思 わ れ る。 筆 者 は 交 易 パ ー トナ ー で あ る

belmoの 調 査 も行 っ て い るが,コ エ グの 中 に この2つ の集 団 とbelmo関 係 を 結 ん で

い る男性 は一 人 もい な い 。 筆 者 の クチ ュル滞 在 中 も,こ れ ら2集 団 か らの 訪 問 者 に は

1度 も出会 わ な か った 。

　 た だ し,あ る老 人 に よれ ば,彼 の 祖 父 の代 よ り以前 に,コ エ グは ダサ ネ ッチ の 西 に

あ た るエ ル ボ レ(Elbore)方 面 か らオ モ川 流 域 に移 住 して来 た とい う。 そ の 際,ハ マ

ル の 山 中 に あ る ム グ ニ ャ(Mugunya)と い う場 所 を 通 った の で,ハ マ ル の 人 び とは

コエ グの こ とを ム グ ニ ャと呼 ぶ の だ とい う。 ダサ ネ ッチ,ハ マ ル は この よ うに 自分 た

ち の起 源 にか か わ る場 所 と して,コ エ グに記 憶 され て い る。

　アムハラ語

　最後に,コ エグの歌の中に,現 在のエチオピアの公用語であるアムハラ(Amhara)

語の歌がないことを指摘 しておこう。アムハラ語は19世紀末にエチオピアを統一 した

支配民族の言語である。今 日では,地 方の初等教育のレベルまで,ア ムハラ語教育が

浸透 しているが,今 のところコエグの子供たちが通学可能な範囲に小学校は建てられ

ていない。こうした教育が始まれば,ア ムハラ語の歌がす ぐにコエグの歌の中に現れ

ることは十分に予想される。

　2)内 容別分類

　次に,収 集 した歌を歌詞の内容にしたがって,大 きく9つ の項 目に分けて整理 した

のが図8で ある。これを参考にして,歌 詞内容に見られるコエグの歌の特徴を考えて

みよう。

家畜 を歌 った 歌

家畜 を歌 った 歌 が23曲 と多 い の は,例 に よ って ニ ャ ンガ トム語 のeruwaakが そ の

うち20曲 を 占め るか らで あ る。 あ との3曲(No.79,99,106)は い ずれ も ニ ャ ンガ ト

ム語 も し くは ニ ャ ンガ トム語 を含 む複 数 の言 語 で歌 わ れ た もの で あ る。 コエ グの若 者
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図8　 歌詞の内容別分類

が 自分 た ち の言 語 で あ る コエ グ語 あ るい は カ ラ語 で,家 畜 の こ とを歌 う例 は ほ とん ど

な い こ とが わ か る。 た とxば,あ る コエ グの 若者 が 自分 の歌 と してい るeru　waakは,

次 の よ うな歌 詞 で あ る。

イ ヨー

わた しのヤギは白い

空の雲の ように白い

雨が降 ると　草 を求め て

どこへで も行 く

わた しの ヤギは

ウモロルの ように白い

白 くて　 耳が切れている(No.44)

*ウ モロル とは敵 を殺 した ときに ヒジにつけ る白い飾 り

　 ニ ャ ンガ トムの若 者 のeru　 waakは,そ の 歌 詞 の意 味 を尋 ね る と,本 人 が 誇 ら しげ

に答 えて くれ る。 しか し,コ エ グの若 者 の 場 合 は,本 人 が恥 ず か しが って 教 え て くれ

な い(No.46),あ る い は,以 前 に ニ ャ ンガ トム の村 へ 行 った と きに 聞 いた 歌 を まね

て い る(No.48),と い うこ とな どが あ り,歌 詞 の意 味 が不 明確 な場 合 が 多 い 。
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　 若 い娘 ・恋 の 歌

　 次 に数 の うxで 多 い の は,若 い娘 も し くは 恋 の歌 の16曲 で あ る。 これ らは す べ て 男

女 が組 に な って 踊 る カ ップル ・ダ ンス の とき に歌 わ れ る。alimaの と きに は ニ ャ ンガ

トム語 の歌 が(No.22,23,25,72,97,98,100),　 hiyari-ka-kuwaminの と きに は カ ラ語

(No.32,33),バ ンナ語(No.108,116,　 l　l8),ハ マ ル語(No.5)の オ モ系 言語 の歌 が

歌 わ れ る傾 向が み られ る。 こ こで も コエ グ語 だ け の歌 は な い 。

　 いず れ も若 い 娘 に 対 す る強 い 関心 を歌 に した ものだ が,そ の 内 容 を さ らに細 分 化 す

る と,性 的 非 行 や 過 度 の 物 乞 い,未 熟 な生 活 技 術 に対 す る嘲 笑,警 告 あ るい は社 会 的

制 裁 の意 味 を 含 む 歌(No.23,25,32,33,72,97,98,118)が 最 も多 い 。 た とえ ば,

彼女は男 を漁 る

白い好色 な 目を した女

男を求め て

はるば る クチ ュルへや って来 る

アサ ファの家 に住む ロ トゥロ ットの女

白い好色 な 目を した女

アサ ファの家 に住む男 のところへ行 く

白い 目の女は　 ワラの森 にはい って行 く

、彼女の行 く先 は　 ロ トゥロッ トに聞け　 (No.98)

また,次 の よ うに,家 作 りの下 手 な 娘 の 歌 もあ る。

おまえの家は　雨漏 りがす る

ロデキ ヨの家は　いつ も雨漏 り

おまえの家は　いつ も雨漏 り

太 った娘 よ　お まえは家作 りが下手 だ

おまえの家は　いつ も雨漏 り

頭が大 き くて　 小 さい皮スカー トの娘(No.23)

　 これ ら社 会 的 な行 動 規 範 に か か わ る歌 は ニ ャ ンガ トム語 の 歌 に 多 く,コ エ グも また,

こ うい った規 範 を歌 の中 で 体 得 して い って い る と思 わ れ る。 これ ら以 外 に は,単 に娘

の 行動 の い ろ い ろを 歌 った 歌(No.5,22,100,105,109,113,116)が あ り,好 きな娘

との 仲立 ち を友 人 に頼 む 歌(No.108)が あ る。

カラを嘲笑する歌

次に多いのは,カ ラを嘲笑する歌の14曲 である。 これらはカラ語,コ エグ語で歌わ
⊃
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れ る場 合 が 多 い 。 内 容 に よ って さ らに 分 け る と,少 女 の淫 蕩 ぶ りを 椰 楡 す る歌(No.

1,2,26),男 の性 器 をか らか う歌(No.29,39,40,54,56,96),老 女 とそ の家 族 を 冷 や

か す歌(No.13,16,30,88)な どが あ る。 そ の 実例 を い くつ か あげ て み よ う。

イ ェー　 ヤ ァー

ア ダロのモノは と くべつだ

おまえさん 痛 くないのかい

ア ンジ ェラの父 の娘 よ

お まえはデーネのウシの よ うだ

イタ プスの若者 にとっては木陰の ようだ

ロカイタ とブーラはともだち

気分 が高まれば

熱 いお湯 を　 (ヴ ァギ ナに)注 げ

(No.1)

　これ は ア ダ ロ とい う少 女 の 性 的 非 行 を椰 楡 す る カ ラの歌 で あ るが,コ エ グでは そ う

した意 味合 い よ りも,カ ラを 嘲 笑 す る歌 と して よ く登 場 す る。No.2も 「ア ダ ロの歌

(hiyari-ka-Adalo)」 とい わ れ る同様 の 内容 を も った 歌 で あ る。

血 が流 れてる　血 が流れて る

流 れている血 は　シ ョ トの もの

血 が流れ てる

大 きな木陰 へ行 くと

いつ も血 が流れ ている

(シ ョトのイスは)壷 のよ うに血で黒い

カラの連 中は　皆 こんなだ

ギエ リの実 みたいに　割 ると流れ出す

ウォル レへ行 くと

いつ もイスを洗 ってい る

ナ ブワンダは　邪 術師だ　　 　　 　　 　 (No.40)

　これ は シ ョ ト(あ るい は ナ ブ ワ ン ダ)と い う名 の カ ラの老 人 の 歌 で,彼 は 邪 術 師 で,

しか も両 性 具 有 だ と コエ グ語 で 歌 わ れ て い る。 「シ ョ トの 歌(hiyari-ka-Shoto)」 の ヴ

ァ リエ ー シ ョンは この ほか に もNo.39とNo.56が あ る。

イ ェ ー　 ヤ ァー

ム ドとア パ イ ヨの母 さ ん

彼 女 の ア レに は
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赤い ものが詰 まっている

彼 女は男か　 それ とも女か

アパイ ヨの母 さんのア レには

ウシの シッポが 詰 まっている(No.16)

　これはあるカラの老女を歌ったものだが,こ のように彼女自身を歌 った歌 として

No.30が あ り,彼 女の息子が援助物資を盗んだ歌がNo.13,彼 女の娘婿の鼻の穴が

大きいのを笑 う歌がNo.88と い うように,彼 女の一家が嘲笑の対象となることが多

い。コエグの人びとの間では,こ の一家は欲張 りなことでよく知られている。

　これらの歌詞を見ればわかるように,コ エグの中傷するカラは,集 団としてではな

く常に具体的な実名入 りの個人である。それは両集団の対立が,必 ず しも集団対集団

の全面的な衝突ではないことを表 していると思われる。紛争のさなかにあっても,コ

エグの中にはbelmoと して自分のパー トナーであるカラとよい関係を保ち続けたい

と考えている人 もいる。こうした微妙な関係が,集 団ではなく特定個人を侮蔑す ると

い う表現方法になっているのではないだろ うか。

　 自然 物 に関 す る歌

　 自然 物 に 関す る歌 は8曲 あ る。 ニ ャン ガ トム語 の歌 は 鳥や 木,野 生 動 物 の 姿 を そ の

ま ま歌 う 自然 主 義 的 な歌 で あ る(No.6,12,41,69,77)。 た とえ ぽ,

地面 を掘れば

ハタモ(と い う鳥)の 卵を見つけ られ る

地面 を掘れば

ハタモの長 い羽根 を見つけ られ る

ハタモの家は 　エ ソコニの木の下にあ る(No.6)

　 それ に対 し,カ ラ語,バ ンナ 語 な どで は 自然 を擬 人 的 に,あ るい は ど こか ユ ーモ ラ

ス に と らえ て い る(No.107,110,111)の が特 徴 的 で あ る。 ヒ ヒの歌 は そ の好 例 で あ

る。

こいつ(ヒ ヒ)の 名前は　キ ンデ ィ

こいつ の薬は　 ヤ リしかない

家 の裏か ら　 オ レはそ っと

畑 を うかが う

岩 の陰か ら　そ っと うかが う

山の小道か ら　 そ っと うかが う
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ほ ら 　オ レは ヒ ヒ

(No.111)

　 前者 の 自然 主 義 的 な歌 は,ニ ャ ン ガ トム起 源 の ダ ンス であ るhiyari-ka-ashinenと

ali〃zaの 時 に 歌 わ れ る の に 対 し,後 者 の 擬 人 的 な 歌 は コエ グ独 自 の ダ ン ス で あ る

hiyari-ka-kuwa〃tinの 時 に歌 わ れ る。 両 集 団 の 自然観 の違 い が表 れ てい て 興 味 深 い。

　 そ の 他

　 これ ら 以 外 に,食 物 や 飢 謹 に 関 す る歌 が4曲(No.31,71,99,109),援 助 物 資 を 運

ぶ ト ラ ッ ク の 歌 が3曲(No.70,114,115),戦 い の 歌 が3曲(No.75,76,80),コ エ

グ の 村 を た た え る 歌 が2曲(No.14,93),そ の 他 が5曲(No.52,78,90,92,94)あ

る 。

　内容不明の歌

　歌詞の意味内容が コエグにとってもよくわからない歌が40曲 を数える。 これらの う

ち,ニ ャンガ トム語のeruwaakの13曲 は,歌 った本人でないと意味がよくわからな

い歌である。残る27曲の うち,ダ サネ ッチ語は12曲 すべてが意味不明のまま歌われて

いる。ムルシ語は13曲 の うち8曲 が意味不明である。歌にとって歌詞は確かに重要な

要素だが,こ のように歌詞の意味よりも,歌 のもつ雰囲気が重視 されて歌われている

と考えられる14)。

N.コ エ グ社 会 と 「若者 の ダ ンス」

1.「 若 者 の ダ ンス」 の3段 階

　 この章 では,以 上 の 分 析 結 果 を ふ ま え て,コ エ グ社 会 の考 察 に入 りた い と思 う。 皿

章 では 「若 者 の ダ ンス 」 を ダ ンス の形 態 別 に4つ に 分 け た が,こ れ を さ らに歌 詞 内 容

と言 語 に よる分 析 を 考 慮 して,第1段 階 か ら第3段 階 まで3つ に分 け て考 え てみ る こ

とにす る(表2)。

　 第1段 階 は,ダ ンスの 形 態 で い え ばhiyari-ka-ashinenとeruwaakに 対 応 す る段 階

14)　 ガーナ人の音楽学者K.Nketiaは,「 歌詞が思考や気分や感情にかな りの変化 をもた らす も

　 のであるのに対 し,そ の場 の全体 の性格や演奏の精神を決定 し,表 現す るのは音楽であ る」

　 　(訳は翻訳者 に よる)と 述べ て,他 の文化か ら移入 されて意味のわか らない まま歌われ る歌

　 が多 いのは,音 楽構造や形式 といった歌 の音楽的 内容が,一 定の レパ ー トリーに属す る歌に

　 一貫性 を与え てい るか らであ るとしている 【ンケテ ィア　 1989:2141。
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表2　 「若者 のダンス」の3段 階

指標
段階

ダンスの形態

リズ ム

歌詞内容

言　語

社会関係の様式

第1段 　階

跳 躍 ダ ンス

(ニ ヤ ンガ トム由来)

ゆ っく りだが力強い,

統制の とれた リズム

戦い,家 畜

ニ ャ ンガ トム語

構　造

(牧畜民的価値)

第2段 　階

カ ップ ル ダ ンス

(ニ ャ ンガ トム 由来)

早く軽快

カラを嘲笑,性 器

7言 語すべて

コ ム ニ タ ス

第3段 　階

カ ップル ダ ンス

(コ エ グ由 来)

ゆ っく りで穏 やか

自然物,人 間

カ ラ語,バ ンナ語,ム

ル シ語 が 多 い

も う一つの構造

(採取民的価値)

で,こ れらはともに,ニ ャンガ トムに由来する跳躍ダンスである。このときに歌われ

る歌 も41曲中39曲がニャンガ トム語であ り,こ の第1段 階はコエグにおけるニャンガ

トム文化の影響の強さを顕著に示 しているといえる。この場合,ニ ャンガ トム文化 と

はニャンガ トムのもつ牧畜文化であることは,ダ ンスのポーズや歌詞の内容からもわ

かる。 とくにeru　waakは,牧 畜民の価値を具現化 した存在である家畜を,直 接的に

表現 したダンスである。

　 しか し,皿 章で述べたように,ク チュル村のコエグは生業 としての牧畜を行ってい

ない。人び との生活は小規模な自然潅概農耕 と漁撈,ハ チ ミツ採集など採取活動が主

である。 したがって,こ の第1段 階のダンスはコエグの若者たちにとって,形 式的に

は模倣できても,彼 らの日常生活の文脈からは遊離 したものY'な らざるをえない。踊

っているうちに失心することもあるニャンガ トムと異な り,コ エグはこのダンスには

酔えないのである。

　他方,オ モ川下流平原に住むコエグ以外の人びとは,程 度の差はあれ,ど の集団も

牧畜を営んでいる。 コエグは地域の現実として,牧 畜民のもつ価値体系を受け入れざ

るをえない。この価値世界の中では,明 確な人間関係の秩序がある。その一つは,こ

こではウシをもたずに魚を食べるコエグは卑下され,賎 視される存在になる。コエグ

は貧 しさの代表であ り,カ ラはコエグをヒトではないとまでい う。採取民コエグを劣

位におく階層的な秩序である。もう一つは,ダ ンスの輪における男女の位置に象徴 さ

れているように,そ の性的区別がはっきりとしている。すなわち,経 済活動上の分業

の点で,ま た結婚に至る手続きの点で,牧 畜民社会には厳格なルールが存在する。 こ
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うした人間関係の秩序は,コ エグのそれとは明らかに異なっている。

　 以上のことから,第1段 階のダンスはコエグにとって,地 域に共通する構造化され

た社会関係の様式を確認する場であるといえる。「若者のダンス」 とい う一連のパフ

ォーマンスにおいて,コ エグはまず 自分たちの置かれている現実を顕在化させる。牧

畜民化の波,家 畜をもたないことの不合理,カ ラへの従属,厳 格な性的区別など,コ

エグには受け入れがたい現象も含めて,秩 序の体系を認識 し,共 有することが第1段

階の意図するところである。日常生活では自然な趨勢として,無 意識的に受け入れて

しまいがちな牧畜民の価値世界を,改 めて意識の姐上に上らせ,人 びとの眼前につき

つけるのである。

　 これに対 して 「若者のダンス」の第2段 階は,牧 畜民的な諸価値を真っ向から否定

し,混 沌の世界を現出させる。 この段階はali〃1Qと呼ばれるダンスに対応する。これ

もニャンガ トムに由来するといわれるが,形 態としては跳躍 ダンスではなく,男 女の

カップルダンスである。男女が分かれた状態から,次 にに数人が進み出てカップルを

作 り,や がて並行に並んで互いの腰に手を回 し,前 後に腰を揺 らせるこのダンスは,

まさに男女の和合を象徴 している。

　歌においてもニャンガ トム語の優勢は退けられ,カ ラ語,コ エグ語,パ ンナ語,ム

ルシ語,ダ サネ ッチ語が入 り混 じるようにこなる。そして,歌 詞の内容は,人 びとがこ

のダンスに見いだす意味を,も っともよく象徴しているといえる。すなわち,自 分た

ちが従属させられてきたカラへの嘲笑,嘲 笑の裏にある両性具有 という性的倒錯,性

器への固執,失 敗諏,そ れに加えて数多 くの意味不明のまま歌われている歌は,第1

段階で顕在化された構造をことごとく覆すに十分なほど反秩序的である。

　一連の 「若者のダンス」の中でこの第2段 階に,V.　 Turnerが 儀礼の分析で用いた

コムニタスの概念を当てはめて解釈することは,あ ながちまちがいではないと筆者は

考える。すなわち,こ のダンスで表現される社会関係には,「人間の相互関係の二つ

の主要な"様 式"」 の うち,「平等な個人で構成される未組織の,(中 略)相 対的に未

分化な」【TURNER　 1969:96】 様式を見いだす ことができる。体系としての社会にお

ける地位,役 割を取 り払 うことで,「 それなしには社会があ りえない本質的で包括的

な人間のきずなを認知すること」【TURNER　 1969:97】,す なわち全人格的交流を実現

す ることが,こ のダンスの存在意義なのである。それゆx,コ エグだけでな く,ニ ャ

ンガ トム,そ して時にはカラの若者さえがこのダンスに加わって踊る。

　 ここで覆されるべき構造 としてあるのは,い うまでもな く牧畜民的価値世界である。

この価値世界はコエグがカラに賎視され,従 属 させられてきた状況を維持 してきたと
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同 時 に,そ こか ら逃 れ よ うとす るそ の先 に待 ち構 え て い る世 界 で もあ る。 二 重 の意 味

で コエ グを拘 束 す る この 世 界 を,少 な く と も クチ ュル村 の人 び とが 容 易 に納 得 で きな

い のは 当然 で あ ろ う。 これ を 解 体 して混 沌 の世 界 を作 り出す この ダ ンス に,若 者 た ち

は熱 狂 し,声 を 唆 らす まで 歌 い,踊 るの で あ る。

　 さて,第3段 階 は ダ ンス の 形 態 で い うとhiyari-ka-ku　 wa〃zinに 対 応 す る。 ゆ っ く り

と したけ だ る い リズ ムで,カ ップル に な った 男女 が 互 い に腰 を 密 着 させ,抱 き合 った

ま ま延 々 と踊 り続 け る。 この 段 階 の ダ ンス は 狂乱 の渦 の 中 で行 わ れ た 第2段 階 とは対

照 的 に,落 ち着 い た 雰 囲 気 の 中 で 行 われ,ロ ウ ソ クの炎 が 消 え る よ うに終 わ る。

　 hiyari-ka-ku　waminは コエ グ起 源 の ダ ンス で あ り,歌 詞 の 内容 も コエ グの感 性 に合

致 した もの で あ る こ とは 既 に 述 べ た。 歌 の言 語 も コエ グ語 の歌 は 少 な い が,カ ラ語 な

ど コエ グに な じみ の 深 い 言 語 で 歌 わ れ て い る。した が って,こ の ダ ンス で 主 要 な モ チ ー

フ とな って い る のは,採 取 民 と して の コエ グの世 界 で あ る とい え る。 そ れ は 第1段 階

で提 示 され た 構 造 とは こ とな る,も う一 つ の構 造 で あ る。 こ こ には 男 女 の 結 合 に形 式

的 ル ー ルは な く,森 の 獣 や 鳥 た ち との親 しい 関 係 の うち に,人 び とが平 等 に暮 らす,

コエ グの理 想 世 界 で もあ る。

2.コ ェ グ社 会 の葛藤

　 コエ グの 「若 者 の ダ ンス」 を 一 種 の 「儀 礼 的 ドラマ」 と して解 釈 す るな らば,そ こ

で 明 らか に見 え て くる のは,複 雑 な 民 族 間 関 係 の 中 で 自 らの ア イ デ ンテ ィ テ ィを 求 め

て苦 悩 す る コエ グの 姿 で あ る。

　 D.Turtonに よれ ば,ム ル シ領 内 に 住 む ク ウ ェ グ(コ エ グ)の 今 日の アイ デ ンテ ィ

テ ィは,19世 紀 末 に 始 ま るエ チ オ ピア 帝 国 の 南進 の時 期 に形 成 され 始 め た とい う。 つ

ま り,租 税 や 交 易 品 と して 象 牙 の 需 要 が 高 ま り,1970年 代 半 ば の社 会 主 義 革 命 後 に 象

牙 の取 引 が禁 止 され る まで,ム ル シが ク ウ ェ グを 象 の ハ ンタ ー と して 利 用 しつ づ け た

こ とが,ク ウ ェ グの アイ デ ンテ ィテ ィを 決 定 した とす る 【TuRToN　 1986:171】 。

　 お そ ら く,筆 者 の 調 査 した コエ グに つ い て も,ム ル シを カ ラに代 え る こ とで 同様 の

推 測 が で き るだ ろ う。 とす れ ぽ,象 牙 の ヤ ミ取 引す ら困難 に な った 今 日の情 勢 下 で,

コエ グの民 族 間 関 係 とアイ デ ンテ ィテ ィに 大 きな変 化 が 起 こ る のは 当然 とい え よ う。

1988年 に始 ま る コエ グー カ ラの 紛 争 と コエ グー ニ ャ ンガ トム の新 しい 同盟 関 係 は,こ

うした エ チ オ ピア とい う近 代 国 家 の 枠 組 み そ れ 自体 の変 貌 とい う文脈 の 中 で理 解 され

なけ れ ぽ な らな い。

　 そ して さ らに,紀 元1000年 以 後 に 本 格 化 す る といわ れ る,北 東 ア フ リカに お け るナ
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イ ロー ト系諸 民族 の領 域 的 拡 大 【SuTToN　 l974:90】 に よる影 響 も考 慮 され な け れ ぽ

な らな い だ ろ う。 と くに オ モ川 下 流 平 原 で は東 ナ イ ロー ト系 に属 す る ニ ャ ンガ トムの

動 きが,民 族 地 図 を少 しず つ 書 き換 え て い る よ うに見 え る。 そ の波 に ま さに 飲 み 込 ま

れ よ う とす る コエ グの集 団 と して の 動 揺 が,「 若 者 の ダ ンス」 の全 体 を通 じた モ チ ー

フ とな って い る。

　 そ して コエ グ社 会 の 内部 で は,カ ラ との 関 係 の解 消 に つ い て,全 員 が 無 条 件 に 賛 同

して い るわ け で は な い 。 筆 者 が た ず ね た と こ ろ,ク チ ュル 村 の成 人 男 性 の約3分 の1

はbelmoと して,今 ま で どお りカ ラ との 関 係 を続 け た い とい う。 同 じよ うに,ニ ャ

ン ガ トム との 関 係 の強 化 につ い て も,全 面 的 に賛 成 とい う人 ば か りで は な い 。 独 身 男

性 は 結 婚 相 手 の女 性 が少 な くな る とい う理 由 で不 安 を も って い る。 また,頻 繁 に クチ

ュル 村 へ 来 る よ うに な った ニ ャ ンガ トムのbelmoに,毎 回大 量 の モ ロコ シや トウモ

ロ コ シを 渡 さな けれ ぽ な ら な い こ とを,苦 々 し く思 って い る人 も多 い 。 弱 小 集 団 で あ

った た め に,ニ ャ ンガ トム に 吸収 され て しま った オモ ・ムル レ(Omo-Murle)15)が,

現 在 で もNgaricと い う一 地 方 集 団 と して ニ ャ ン ガ トムの 中 で さげ す まれ て い る こ と

を 思 い 出 す人 もあ る。 しか し,カ ラに 比 べ て所 有 す る ライ フル銃 の数 が 少 な い コエ グ

は,ニ ャ ンガ トム の協 力 な しには 一 日た りと も安 心 して過 ごせ な いの で あ る。

　 「若 者 の ダ ンス」 を通 して 明 らか に な った コエ グ社 会 の葛 藤 とは,日 常 的,具 体 的

レベ ル で は,カ ラへ の従 属 か ら の解 放 と ニ ャ ンガ トムへ の 同化 の抵 抗 とい う,人 び と

の 矛 盾 す る二 つ の希 望 が 表 れ て い る。 そ れ を オ モ川 下 流 平 原 の歴 史 とい う時 間 の フ ァ

ク タ ーを 加 え て考 えれ ば,コ エ グ の民 族 アイ デ ンテ ィテ ィの確 立 へ の 志 向 と生 活様 式

の 牧 畜 民 化傾 向 とい う,二 つ の相 反 す るベ ク トル の衝 突 で あ る といxる 。

　 結 論 と して い え ぽ,コ エ グ は カ ラ と の歴 史 的,政 治 的 関係 を 自 らの意 思 に よ って 覆

そ うと して い る が,そ れ は他 方 では,ニ ャ ン ガ トムに 「同化 」 され,採 取 民 と して の

アイ デ ンテ ィテ ィは守 れ な い こ とを 意 味 す る。 「若 者 の ダ ンス」 は コエ グ社 会 が 抱 え

る こ うした葛 藤 を人 び との意 識 の上 に 顕 在 化 させ,自 分 た ち の置 か れ て い る状 況 に つ

い て 共 通 の理 解 を もつ こ とを促 してい る と見 る こ とが で きる。

15)　 オ モ ・ム ル レは現 在,カ ラ の南 に 住 む 小 集 団 で,1970年 代 に カ ラ との抗 争 で 人 口が 激 減 し,

　 そ の 結 果,隣 接 す るニ ャ ンガ トムに 吸収 され た。 今 日,ム ル レ語 を 覚 え て い る の は数 人 の老

　 人 に 限 られ,文 化 的 に もほ ぼ ニ ャ ンガ トム に 同化 して しま って い る 。 ニ ャ ンガ トム の一 地 方

　 集 団 と してNgaricと 呼 ぽ れ て い るが,そ の 歴史 の た め に他 の人 び とか ら さげ す まれ て い る。

　 詳 し くはHieda[1991b】 お よびBender[1975L　 Tornay【1981】 を 参 照 の こ と。
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V.課 題 と 展 望

　本稿は,コ エグ社会における 「若者のダンス」を 「儀礼的 ドラマ」として解釈する

ことによって,社 会に内在する葛藤を読み取 ることを目的 とした。その解釈の方法と

しては,V.　 Turnerが 儀礼の境界領域での社会関係の在 り方を表現 した コムニタスの

概念を用いた。この章では,同 じようにV.Turnerの 概念に依拠 したP.　Spencerの ケ

ニア北部のサンプルでの研究 と,筆 者がコエグの 「若者のダンス」で得た結果 とを比

較 しながら,今 後の課題を明らかにしたい。

　P.Spencerは サンプルにおけるダンスを,「長老政治の不安定な前提に対する,制

することのできないアンチテーゼの表示」であるとする 【SPENCER　 1985:163】。そこ

にはH.Gluckman以 来の,葛 藤や矛盾もまた社会体系を維持するのに寄与している

という主張がある。当該社会の秩序は 「反抗(rebellion)の 儀礼」によって,む しろ

強められると考えるのである。

　一方,コ エグの場合,「 若者のダンス」が人びとの意識に顕在化させ る矛盾とは,

自らのアイデンティティの確立に関する葛藤あるいは苦悩である。 この苦悩によって

結果的に維持される秩序があるとすれば,そ れはどのような秩序であろ うか。

　 V.TurnerとP.　 Spencerの 議論に沿 うならぽ,再 統合の過程としての 「若者のダン

ス」の第3段 階では,維 持されるべ き構造が回復される。サ ンプルでは年長者および

男性Y'よ る支配的な権力構造がそれであ り,コ エグの例でいえば採取民的な秩序がそ

れにあたる。 しか し,コ エグにとって採取民的秩序はもはや幻想あるいは理想として

の意味 しかもたない。hiyari-ka-ku　waminの ダンスに込められた意味は,採 取民的秩

序の復権 というイデオロギー的なものではなく,郷 愁に導かれた感情的なものといっ

たほ うがふさわしいのである。

　 ただ し,コ エグにはもうひとつ,外 在的秩序としての牧畜民的世界が彼 らを取 り巻

いている。 コエグ社会においては人びとが 「反抗」する秩序として,集 団に内在する

秩序 よりも,こ の外在的秩序のほうが抑圧的な力をもつと考えられる。社会の弁証法

的営みは,集 団の内部にだけ視点をおくのではその作用の本質をとらえられないので

はないだろうか。 コエグの事例でいえば,民 族間関係 という視点を社会の分析に取 り

入れたとき,「反抗」の儀礼が旧来の体制の維持に働 くとい うより,新 しい秩序を咀

しゃくし,受 け入れ可能なものにしようとする,人 間社会の積極的な側面の表れであ

ることを見てどることができる。
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　 コエグの 「若者のダンス」はこのように秩序の二重構造の中で展開されている。文

化接触の頻度がますます高まる今日,コ エグのように秩序の二重構造を有する民族集

団は多い。「分離 ・境界 ・再統合」の図式はこうした社会の儀礼に も従来 どお りあて

はめることができるかどうか,筆 者は疑問に思う。この点については,本 稿では十分

に考察できなかったので,今 後の課題 としたい。 しか し,こ の二つの秩序の並立がコ

エグの苦悩の源泉となっていることは,本 稿で明らかになったと思 う。この二つの秩

序のバランスの変化が,今 後 どのようにコエグ社会に表れるのかについて,こ れから

も注目していきたい。
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表1　 「若者 の ダンス」 で歌われ る歌の一覧

番号 ダンスの形態 雪 　　　　曇五ロ　　　　　ロ
ロ 歌　　詞　　の　　内　　容

1 D R カ ラの少女 アダ ロの放蕩ぶ りを椰楡 する

2 D R カ ラの少 女ア　 Rの 放蕩ぶ りを椰楡 する

3 D R 不明
4 D N 不明
5 D H 若い娘 の不可解 さを歌 う

6 A N ハ タモ とい う鳥 につ いて

7 B N 不明
8 B N 不明
9 B N 緑色の ウシ

10 B N 不明
lI B N 不明
12 C N トゥル カナ か ら来 た と伝rら れ るエ ダパ ル とい う木 の歌

13 c R 援助物 資を盗 んだカ ラの男をか らか う

14 C N 豊かな土地 ガルギダをたたえ る

15 c N 不明
Z6 C R カラの老 女を性的 に椰楡す る

17 C D 不明
18 c D 不明
19 C D 不明
20 c D 不明
21 C D 不明
22 C N 若い娘の男性の好みを歌う
23 C N 家作 りのへたな娘 の歌

24 c B 不明
25 C N 若い娘を性的に誘う
26 c K ナガロとい う娘の性 的な放堰 さを嘲笑す る

27 C M 不明
28 c M 不明
29 D KMR カラの男の大 ぎなペニスを嘲笑す る

30 D R カラの老女を嘲笑す る

31 D M 近隣の集団が川沿いヘモ ロコシを食べに来 るのを歌 う

32 D R カラの若い娘 を歌 う

33 D R カラの若い娘を歌 う

34 D M 不明
35 D M 不明
36 D D 不明
37 D M 不明
38 D M 不明
39 C K 男女両方の性器を もったカ ラの男 シ ョ トを嘲笑す る

40 C K 邪術を使 うカラの男 シ ョトを嘲笑す る

41 A N バ ッフ ァ ローを歌 う

42 B N 不明
43 B N 白 い ウ シ

44 B N 白 い ウ シ

45 B N 不 明

46 B N 不明
47 B N 不明
48 B N 不 明

49 B N 不明
50 B N 不明
51 B N 不明
52 B R ボル コ ト(携 帯用のイス)を 歌 う

53 B N 白いウシ(ヤ ギ)

54 C MNR カラの男 ガラモの大 きいペ ニスを嘲笑す る

SS D D 不明
56 E K 男女両方 の性器を もった カラの男 ショ トを嘲笑す る

57 B N 白 い ウシ(ヤ ギ)

58 B N 体 が黒 く頭が 白い ウシ(ヤ ギ)

59 B N 真 っ黒 な ウシ(ヤ ギ)

60 B N 黄色 い ウシ(ヤ ギ)

61 B N 友人が くれた黒 と白の縞 もよ うの ウシ

62 B N 友人 が くれた コブの大 きい ウシ

63 B N 黒 と白の縞 もよ うで角の前方が低 く下 がった ウシ

64 B N 背中が白 く体は黒 白の角の まっす ぐなウシ

65 B N 赤い ウシ

66 B N 大 きな鈴 をつけた黄色 い ウシ

67 C D 不明
68 C D 不明
69 C N シマ ウマ,キ リ ン,ガ ゼル な ど野生 動 物 を歌 う

70 C N 穀物を運ぶ援助団体の自動車を歌う
71 C N 背の高い男が食べ物 を求め てや って来る

72 C N 背の高 い痩せ た娘
73 C N 不明
74 C D 不明

75 A N オモ川 を歌 い,ま た ムルシを多 く殺 した とい う歌

76 A N ムル シと戦 い,ス ーダ ンにまで攻め込む とい う戦 いの歌

77 A N ゾウを狩 る歌

78 G H 道を よく知 る少年 を叫ぶ

79 A N 顔が 白く体 の赤 い ウシ

80 A N 戦い とマ シンガ ンを歌 う

81 B N 不明
82 B N 母方のオジが くれた黒 白のヤギ

83 B N 白い ウ シ(ヤ ギ)

84 B N 大 きく黄色い ウシ(ヤ ギ)

85 B N 白い ウシ(ヤ ギ)

86 B N 黄色い ウシ

87 B N 屠殺 した ウシの血 を飲み に来 る黒 白の鳥
88 c R あ るカラの家族 を嘲笑す る

89 C N カラに対す る敵意 を歌 う

90 C B ガイ トとい う寡黙 な男の歌

91 C K あ るカラの夫婦 を嘲笑す る

92 c R カラの老人のつけている象牙飾 りを歌 う

93 C R クチ ュル とい う自分 たちの村について歌 う

94 c N エチオ ピア国軍 に参加 して戻 って来た男の ことを喜ぶ

95 C B 不明
96 C KR あ るカラの男の大きい睾丸 を嘲笑す る

97 C N 好色な女を歌 う

98 c N 好色な女を歌 う

99 C N 食 用,財 産 と して の ヤ ギ ・ヒツ ジを た たrる

100 c N 熱心に搾乳する娘を歌う
101 C B 不明
102 C M 不 明

103 C D 不明
104 C M 不明
105 C R ニ ャ ン ガ トム の 女 を歌 う

106 D RND ロバ の 歌

107 DE R アオサギの歌

108 D B 好 きな娘 との仲 を と りもって くれ るよう友人に頼む歌

109 D B 飢饒のために村 を出て町へ い く妹を歌 う
110 D KB カ ッコーの鳴 き声 が町まで響 くさまを歌 う

111 D B ヒヒの 歌

112 D M 村 の外にあ るくぼみに人が落 ちるのを歌 う

113 D M 白い腕 輪を した娘 たちがダ ンスに集 まるさまを歌 う

114 D M 援助物資を運ぶ自動車を歌う
its D M 援助物資を運ぶ自動車を歌う
116 D M 結婚 したい娘は家族 の反対 を恐れて男の村へ行 きたがる

li7 D D 不 明

pis D B 村を うろ うろする娘 を歌 う

N。B.略 号 は 以 下 に示 した とお りで あ る。

　 　 ダ ンス の形 態 …Ahiyari.ka.ashinen　 　 　 B;eruwaak

　 　　　　　 　　　　C;alima　 　　　　　　　　　 D;hiyari-ka-kumamin

　 　　　　　 　　　　E;hiyari-ka-sherien　 　　 F;hiyari-ka-goiyen

　 　　　　　 　　　　G;hiyari-ka-bokusien

　 　 言 　 語 …K;コ エ グ語 　 　 　 　 R;カ ラ語 　 　 　 N;ニ ャ ンガ トム語

　 　　　　　 M;ム ル シ語 　 　 　 　B;バ ンナ語 　 　 H;ハ マル 語

　 　　　　　 D;ダ サ ネ ッチ語



松 田　 採取民 コエ グの歌 とダンス

資 料

「 コ　 エ　 グ　 の　歌 」

N.B.1)　 ここでは,「若者 のダ ンス」 で歌 われる歌 の うち,お もに コエグ語 とカラ語

　　　　で歌われてい るもの22曲 について,そ の歌詞 と対訳 を記 した。

　　　2)　 コエ グの歌は ほ とん どの場合,大 勢 の コーラス と,1人 もし くは2,3人

　　　　 の独 唱 とい うかた ちで歌われ る。歌詞 の中で,*を つけた節は コー ラスで歌

　　　　われ る部分であ り,そ れ以外の節は独唱で歌わ れる部分 である。

　　　3)そ れ ぞれの歌 につ けた番号は,表1の 番 号に対応 してい る。 また,そ の歌

　　　　についての解説は,以 下の ような順で記 されている。

1;ど んな形 態の ダンスの ときに歌われ るか

2;歌 詞は何語で歌われてい るか

3;録 音 日

4;歌 詞内容の概 略
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1.

1

1;hiyari-ka-kuwamin

2;カ ラ語

3;1989-6-22

4;性 交 渉 の盛 んな カ ラの 少 女 ア ダ ロを冷 や か す 歌 。

　 L

*yeh　 yah

　 Adalo　 gaino　 waana

　 nuunu　 dadunbai

Anjela　 amba　 naano

*

naano　 deene　 waako

*

itapus　 dooro　 shupfo

*

Lokwaita　 Buura　 miso

*

bashidi　 kona　 oidi　 kaama

*

parangi　 to　Kieda　 peero

*

bashidi　 konna　 dooro　 shupfo

*

mago　 kaya　 Buura　 miso

*

Buura　 dooya　 eeda　 dooya

*

garto　 oono

*

kabale　 oononsa　 waaki　 raatsi　 wako

*

dooya　 imba　 Sede　 daasi

*イ ェー　 ヤ ァー

　ア ダロのモノは　 と くべつだ

　おまえさん 痛 くないのかい

アンジェラの父1の 娘 よ

*

娘 よ　おまえはデーネ2の ウシのよ うだ

*

お まえはイタプス3に とって木陰の よ うだ

*

ロカイ タとブー ラは ともだ ち

*

気分が高まれば　熱 いお湯を(ヴ ァギナY')注 げ

*

そ こは白人 ヒエ ダの土地だ4

*

この木陰は とて も良い

*

マゴ5は よい ところ　 ブー ラよ　や って来 い

=k

ブーラも見に行 く　 (ア ダロの)家 族 も行 く

*

アダ ロは ヒヒの家だ

*

カバ レの ウシは乳を よく出す

*

セデもアダロを探 しに行 った

N.B.1.ア ンジェラは アダロの兄弟の名前。子供のあ る男性を呼ぶ際に,男 児の名をつけて,

　　　　　 「～のお とうさん」 とい う呼 び方をす る習慣(テ クノニウム)が ある。

　　　 2.デ ーネ とは,コ エ グの北東約70キ ロの所に住む人び とのこ と。

　　　 3,イ タ プスは20歳 前後 の若者た ちの年齢集団の名。

　　　 4.ク チ ュル村 の若者た ちが夜,性 交渉を もつ のは,ヤ ンボの森 と呼ばれ る所で,そ こ

　　　　　 に 白人 ヒエ ダがテ ン トをは っていたため,そ うした事実を歌に折 り込 む ことが よ く

　　　　　 あ る。

　　　 5.'ク チ ュル村の北約2キ ロの ところにあ る森の名。
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　 2.

採取民 コエ グの歌 とダンス

1

2

3

4

hiyari-ka-kuwamin

カ ラ語

1989-6-22

カ ラの 少 女 ア ダ ロの性 的 な放 縛 さを か らか った 歌 。

*adabaigena　 Adalo

Anjela　 amba　 naano

*

naano　 Ishete　 naano

*

arsa　 arsima　 arsante　 paiyamo

*

kudadigunai　 nyorot　 kitoro　 yambo

*

naano　 garshuma　 na　 beela

*

naano　 Gado　 naano

*

Lokwaita　 wariya　 meeno

*

naano　 shurshur　 geeno

*

oide　 keka　 aan　 kakamke　 ka　 yambo

*

tuuma　 tuumuma　 tuumaise　 paiyamo

*

pasha　 nashima　 nashaise　 paiyamo

*

karuta　 Poora　 geshono

*

Logariyamoi　 yaaka　 peeno

*

muda　 muduma　 mudaise　 paiyamo

*

zaara　 zaarema　 zaaraise　 paiyamo

*

misukira　 Gaado　 naano

*

naca　 nacima　 nacaisa　 paiyamo

　 　 　 　 　 　 　 　 　 」

*(意 味不明)

ア ンジ ェラの父の娘 よ

*

イ シェテの娘 よ

*

入れ ろ　入れ ろ　入れれぽ　良 くな る

*

ヤ ンボへ の道は どこだ

*

アダロは ガル シュマ1の 子

*

アダ ロは ガ ドの子

*

アダロはわれ らの友 ロカイタの妻

*

アダロは(ど こへで も行 く)車 輪

*

放 っておいて よ　わた しは ヤ ンボへ行 くの

*

入れろ　入れ ろ　入れれぽ　良 くな る

*

欲 しがれ 欲 しがれ 欲 しがれば 良 くなち

*

カ ラのポーラ2が 来て も　 アダロは もうおぽあさん

*

ロガ リヤモイの姉妹の娘

*

や って来い 　や って来い　来れ ば　良 くなる

*

やれ　やれ　やれば　良 くなる

*

ガ ドの娘 を森で見た

*

重なれ 重 なれ 重 なれば 　良 くな る

N.B.1.ガ ル シ ュマ は カ ラの 大 きな ク ラ ンの ひ とつ。

　 　　 2.ア ダ ロは か つ て ポ ー ラの妻 だ っ た こ とが あ る。
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13.

1

2

3

4

alima

カ ラ語

1989　 -29

援 助 物 資 で あ る穀 物 の 袋 を 盗 んだ カ ラの男 シ ャ ン コ(ア パ イ ヨ と もい う)を か ら

か った 歌 。

*a∬1baba　 wole　 Apaiyo

paapapan　 paipayun　 dabe

*

annasa　 biiri'daabo

*

Kucila　 Mudo　 naasa

*

hannasa　 cooci　 daabo

*

hannasa　 kantsi2　 daabo

*

Adoka　 paipayo　 dabe

*

hannasa　 sharka　 daabo

*

Apaiyononsa　 biiri　daabo

*

Mura　 Calamai　 haam　 kaasaba

*

Mura　 bariyono　 aan　 maasaba

頭が 白くな っていた　アパイ ヨ

その粉を　ほ う り出 して逃げた

*

お まえの母 さん　 ごはんを作 るのかい

*　 　　　　　　　　　 唱

(アパイ ヨは)ク チラ ・ム ドの子

*

おまえの母 さん　客が来 るのかい

*

おまえの母 さん　か きまぜ棒はあるのか い

*

ア ドカ(ア パイ ヨ)は その粉をほ うり出 して逃げた

*

おまえの母 さん　 ヒ ョウタン容器 はあるのかい

*

アパイ ヨの母 さん　か きまぜ棒 はあるのか い

*

ムラ ・チ ャラマイはみんなに助けを請 うた3

*

ムラは神か らアパイ ヨを取 り返 した

N.B.　 1.

　 　 　 2.

　 　 ・3,

biiriは ソル ガ ムの ポ リ ッジを 作 る と きに使 うか き まぜ 棒 の こ と。'

kantsiは 堅 い ポ リッジ を作 る とき に使 うか き まぜ 棒 の こ と。

ム ラ ・チ ャ ラマ イ は アパ イ ヨの 父 の 死 後,母 と結 婚 した 男 。 ア パ イ ヨが 村 人 た ち に

ムチ 打 た れ るの に 対 して,許 しを請 うた 。
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2b.

1;alima

2;コ エ グ語

3;1989-6-29

4;ナ ガ ロ とい う娘 の性 的 な放 将 さを, ヒヒやナマ ズになぞ らえて嘲笑 した歌。

J

*yaan　 ka　 gati

　 Nagalo

　 yaan　 ka　 gati

gati　 ka　 leaten

*

Diguro　 belo　 Lumudu

*

wonta　 belo

*

Aracoumo　 Belo

*

uapaya　 Mago　 ee　Aracoumo　 shiomba

*

gatiyo　 haanka　 leaten

*

Nagalo　 gati　 ka　 gialen

*

naanoyo　 Deene　 wako

*

naanoyo　 kayo　 gantu

*

Nagalo　 shiomba

*

Nagalo　 lake　 kalba

*

gati　 ka　 deagen

*

Lumudi　 shiornba

*

Lopuwamai　 lake　 kalba

*

rishokui　 Mago

*

aisheyaa　 dadai　 ka　 narin

*

Lokwaita　 kanno

*

yaan　 ka　 kuwada

ヒヒの嫁 さん

なまえは ナガ ロ
ヒヒの嫁 さん　 ア レをや りっぱな し

ヒヒは　においを　おいかけ る

*

彼女 は　 デ ィグ ロ1の　 ともだち
*

われ われ の　 ともだ ち

*
ア ラチ ョウモ1の 　 ともだち

*

われわれが　 マ ゴへ　行 くあいだに　 アラチ ョウモは

彼女を よびだす
*
ヒヒは 娘 のにおいを　おいかけ る

*

(川に水を飲みに集 まる ように)ヒ ヒは娘 に群が る
*

彼女は　デ ーネ2の ウシの よう
*

彼女は　 ガンコな,い しあたま
*

ナガ ロが　お とこを よんでいる

*
ナガ ロだけが 　ほ しが ってい る

*

彼女は　森の 中の ロバ(行 くとあわ てて　 こちらをふ
りか える)
*

彼女は　 デ ィグ ロを　 よんでいる

*
ロブ ワマイ1は 　彼女を　ほ しが ってい る

*

彼女 は　 マ ゴへ　走 って行 って
*

背負 ってきた　敷物の うえに　寝 る
*
ナガ ロは 　ロカイタの　いも うと

*
ナガ ロは　ナマズ3の 嫁 さんだ

(いつ も　 男 どもは　彼女をおいかけ る)

N.B.　 1.

　 　 　 2.

　 　 　 3.

デ ィグロ,ア ラチ ョウモ,ロ ブ ワマイは,い ずれ も村 の若 い男の名前。 と くに前二

者 は,こ の歌を歌 ってい る中心的人物 である。
デーネは コエグの北東約70kmの 山麓 に住 む人 びとのこと。 どの民族集団であるか

は定 かではない。
コエ グ語で ク ワダ と呼ぼれ る ヒレナマズの一 種。食用 と して最 も一般的 で,親 しみ

ぶかい魚。
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29.

r

1;hiyari-ka-kuwamin

3;コ エ グ語,ム ル シ語,カ ラ語

3　;1989-6-29

4;あ る カ ラの 男 の ペ テス は こん棒(mokoあ るい はkirtsadiiya)の よ うに大 き い。

*yaa　 kirtsadiiya　kirtsadiike　moko(R)*こ ん 棒 　 こん 棒 　 ま るで こん棒

　sabaana　 bui　kiane(M)　 　 　　 　 　 　　 ロコ ダの ア レは　 とて もでか い

Lokoda　 toribangade(M}

Mayamba　 shunne(K)

sabaana　 bui　 kiane(M)

*

kirtsamono　 garcina　 gantu　 (R)

Lokoda

*

Mayanna　 kono　 ira　arte{R)

bariyo　 zarbo　 haam　 pakaba(R)

*

kirtsamono　 gusi　 Bantu(R)

Lokoda

*

kirtsamono　 Kaarana　 gantu(R)

Lokoda

ロコ ダは 　 ト リパ ン ガデi

マ ヤ の父 さん

ア レが 　 とて もで か い

*

こん棒の よ うに

ロコダみたいに

*

ガルチ2の 男はみなでかい

マヤの母 さん　お まえの夫の　 ア レは何 だ

神 さまはひ どい 　こんなでかいのをつ くって

*

ロ コダ の ア レは

(く びれ て い る)

*

カ ラのア レは

みなでかい

ヒ ョウ タ ンだ

こん棒の よ うに

N.B.1.　 トリバ ンガ デは ム ル シ語 で大 き なペ ニ スを 意 味 す る。 ロコ ダ には 二 人 の妻 が い た が,

　 　　 　　 一 人 は 彼 の ペ ニス が あ ま りに大 き い の で死 ん で しま った,と い うは な しが あ る、。

　 　　 2.ガ ル チ は カ ラの 中 の地 域 集 団 の ひ とつ で,嘲 笑 の 対 象 と、して よ く登場 す る。

　 　　 3.(K)は コエ グ語,(R)は カ ラ語,(M)は ム ル シ語 の フ レー ズを 表 わ す 。
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松 田　 採取民 コエグの歌 とダンス

　 30.

1

2

3

4

hiyari-ka-kuwamin

カ ラ語

1989-6-29

カ ラの 老 女 を か らか う歌 。

　 L

*Nawala　 ha皿a　 beela　 ee

Gulaba　 Parsho　 kola　 shede　 Gulaba

*

Nagadi　 boocon　 beela　 Gulaba

*

Aumar　 kola　 shede　 Gulaba

*

gecon　 Mudo　 beela

*

Nagadi　 inna　 Bazo　 beela

*

Iyanar　 shede　 Bunta　 Meero

*

imba　 peero　 Gulaba　 daasu

*

Bazo　 beela　 Gulaba

*

Arka　 Bare　 inna　 beela　 Gulaba

*

Nagadi　 inna　 Mudo　 beela

*ナ ワラの母 さん　その ともだち

グ ラバ は　パル シ ョの大 きいヤギを　ほ しが っている

*

ナガデ ィの母 さんの ともだちの グラバ

*

グラバは　ア ウマルのヤギを さが してい る

*

ム ドばあさんのともだ ち

*

ナガデ ィの母 さん　バ ゾ(グ ラバ)の ともだち

*

イ ヤナル(グ ラバ)は 　プメの男 メ ロの ヤギを さが し

てい る

*

グラバは　おれのふる さとにいる　 とい う

*

バ ゾの ともだち

*

アル カとバ レのかあ さん　 グラバ の ともだち

*

ナガデ ィのかあ さんであるム ドの ともだ ち
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32.

1;hiyari-ka-kuwamin

2;カ ラ語

3;1989-6-29

4;カ ラ の 若 い 娘 ガ ボ の 歌 。

*kono　 Gabo　 ee　kurba　 lala

aca　bulle　 Nakuwa　 inda

*

Nyaren　 inna　 Gabo　 naano

*

naano　 wonno　 baali　 maasi

*

natum　 hare　 banzo

*

naana　 wonna　 baa　 daana

*

itapus　 sa　baali　 maasi

*

naano　 yo　 naripa　 ko　 woise

*

narayo　 baa　 daana

*

haco　 Nakuwa　 inda

*

Kuma　 namuge　 hamba　 naano

*

gorosuboro　 kazaina　 naano*

tuuro　 tuuro　 hamba　 naano

*

gaapa　 iro　bariyo　 maate

*

oono　 iro　bariyo　 maate

*

Arbanyan　 Sime　 naano

率
sirumamo　 gaapa　 gantu

*

sirumamo　 bookundo　 gantu

*

Erkonna　 guba　 kanno

*

ono　 iro　dennya

*

Aami　 Wolenna　 donne

*

Nyeren　 inna　 garaba

*名 前は ガボ　 いつ も皮のエ プロンを している

ガボは　 アチ ャ1の ナク ワの母 さん
*
ニェレン2の母 さん　 ガボ　 　　 　 　　 　 　 .
*
おれたちの女　 まるで宝物
*
ナ トゥム3が 行 くと　放 っておいて とい う
*

若者 たちは　上流4の ほ うにい る(と 老人 は答 える)
*
彼女 は　 イタプス5を 呼ぶ
*

彼女は　 ナ リパ6は どこか とたずね る
*
ナ ラヨ7も上流 にいる(と 老人は答え る)
*
ナ クワの母 さんは　 ハチ ョ8
*

青いヤギをもつ クマの子　 ガボ
*
ゴロスボ ロ9は 　女を見 ると　 いつ もやる

*
ガボは 頭 のおか しい父の子

*
彼女 は　 日よけ の下では　神にな る
*

彼女は　家 の中では　神にな る
*
アルノミニャン10の シメのむすめ
*
身 ごもって　 日よけ の下にい る
*
身 ごもって　こわが ってい る
*
エル コンナは　彼女 の子

*

家の中では　彼女は店の女主人
*
アー ミ(ガ ボ)は ウォレンナの母 さん

*
ニェレンの母 さんは 　ふ しあわせ

N.B.1.ア チ ャは カ ラの ク ラ ンの1つ で,ゴ ロス ボ ロに 同 じ。

　 　 　 2.ニ ェ レ ン,ナ ク ワ,エ ル コ ンナ,ウ ォ レ ンナ は ガ ボの 子 供 の 名 前。　 　 　
3.ナ トゥム は コエ グの 年 齢 集 団 の1つ 。

　 　 　 4..上 流 とは,カ ラ の村 に 対 して コエ グの村 が あ る方 向を 意 味 す る 。　 　 　
5.イ タ プ ス は コ エ グの 年 齢 集 団 の1つ 。

　 　 　 6.ナ リパ は コエ グの 年 齢 集 団 の1つ 。

　 　 　 7.ナ ラ ヨは ナ リパ に 同 じ。　 　 　
8.ハ チ ョは カ ラの ク ラ ンの1つ 。 ゴ ロ ス ボ ロに属 す 人 び とで,耳 の先 に切 り込 み を 入

　 　 　 　　 れ て い る。

　 　 　 9.　 ゴ ロス ボ ロは ア チ ャに 同 じ。

　 　 　10.ア ル バ ニ ャ ンは ウ シ の名 前 。
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松 田　 採取民 コエ グの歌とダ ンス

　 33.

1;hiyari-ka-kuwamin

2;カ ラ 語

3;1989-6-29

4;No.32と 同 じ く カ ラ の 女 ガ ボ を 歌 っ た も の 。

*yeh　 yah

　 Natum　 Kuma　 Tonga　 cima

　 Arbanyan　 Tonga　 cima

　 inta　 Haami　 gaaraba

Natum　 Kuma　 Tonga　 cima

gaapan　 iro　botolo　 maate.

*

Nyeren　 Gabo　 naano

gaapan　 iro　bariyo　 maate

*

Haami　 bariyo　 zarbo

Haami　 pakaba

*

Biyokoro　 imba　 Kanamo

bariyo　 maate

*

Haami　 kono　 arte

Erkonda　 Guba　 kanno

*

Gabo　 kono　 arte

sirumamono　 Aari　 Bantu

・*イェー　ヤ ー

　 ナ トゥムの兄 クマ よ　盾 を とって戦 え

　 アルバ ニャンよ　 ナ トゥムに群が る男た ちと戦え

　 わた し　 ハ ア ミは不幸 な女

ナ トゥム の兄 クマ よ　盾 をとって戦 え

彼女は 日よけの下 で　 ウリのよ うに座 ってい る

*

ニェレンの妹ガボは

日よけの下 では神 になる

*

ハア ミよ　 神はおまえを

わる くつ くった ものだ

*

人び とは　 ビヨコロの父にい った

彼女 は　空 のよ うV'高 い

*

ハア ミは　何 だ

エル コンダ　グバ の妹

*

ハア ミは　何だ

アー リiの ように　腹が 出て きて しまった。

N.B.1.ア ー リは コエ グの北 方 約50　 km以 北 に住 む 山地 農 耕 民 。
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39.

1

2

3

4

alima

コエ グ語,(カ ラ語)

igs9-io-ia

シ ョ ト(ア ビ レ)と い う名 の両 性 具 有 の カ ラの 老 人 を椰 楡 す る歌 。

*oh　 oh　 guane　 ka　 tooiba

dume　 jalea　 zabaina　 neeni

*

nashiuya　 Anno　 ka　 tooiba

*

nashiuya　 Anno　 ka　 duumba

*

Abile　 irun　 ka　 kuure

*

booj　 alea　 zabaina　 neeni

*

Abile　 irun　 ka　 luue

*

dambeno　 garcina　 gantu(R)

*

bariyo　 zarbo　 garcina　 Bantu(R)

*

dume　 kaliya　 bala　 ka　 paapo

*

kutu　 uiya　 karbo　 ka　 kaciki

*

doro　 uiya　 Bala　 ka　 oosho

*

iri　taci　nan　 karam　 diminia

*

maanishiyaa　 karam　 ka　 uuhen

*

karame　 matiya　 ka　uanen

*

Abile　 erun　 ka　 banga

*

kutu　 uiya　 cocu　 ka　 dara

*

kutu　 uiya　 karam　 ka　 gati

*

duusha　 kuti　 ka　 gieri

*

Gaya　 merie　 shanka　 duuten

*

Abile　 boojale　 luue

*

karkaro　 muwa　 ka　takinta

*

Nagaya　 baaba　 shanka　 duumin

*

Garamo　 Iokodo　 shanka　 duuten

*

Lowoitodo　 geina　 tsaali　 gomma(R)

*

okeerina　 tsaali　 gomma(R)

オーオ ー　洗 って よく見 う

それはザバ ニア1の ように　いつも立 ってい る
*
アンノ2お まえはそれ が見 たいのか い?
*
アンノ　お まxは それ にさわ りたいのか い?
*
ア ビレは　 シッポをもった男
*
どこへ行 こうと　 それはついて くる
*
ア ビレは　 ヴァギナを もってい る

*
ガルチ3の 者 は　み なそれを もってい る

*

神は　ガルチの人間を　 まちが ってつ くった
*

何度も触って　二つに別れたお尻の穴
*
それ は　 カチキの実の よ うだ
*
それ は　 オ7シ ョの山の頂だ
*
老人が イスにすわ ると　 きたな くなる
*
老人は イスにすわ ると　 お こ りだす
*
イスは洗わねばな らな くなる
*
ア ビレは　たれ さが った頬 を もつ
*
それは　川にで きた　水たま りの ようなもの
*
ア ビレは　イスにすわ った ヒヒだ

*
それは　ギエ リの実の ようだ
*
ガヤは　 アビレとや りたが っている
*
アビ レは　 ヴァギナをもっている
*
カル カロ4の 月は　 もう水 は増 えない
*
ナ ガヤは　ア ビレをつか まえたが ってい る
*
ガラモは　ア ビレとや りたが ってい る

*
ロウォイ トドは　 ア ビレに逃げ うとい った

*

道 であ った ら　や ってや るぞ

N.B.　 1.

　 　 　 2.

　 　 　 3.

　 　 　 4.

ザバ ニアは アムハ ラ語で門番を意味す る。
ア ンノは シ ョ トの姪にあたる女 。
ガルチは カラの領域内にある地 名のひ とつ。
カルカ ロは10月 ごろにあたる月の名 で,乾 季 に入 った ことを意味す る。
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松 田　 採取民 コエ グの歌 とダンス

　 40.

1

2

3

4

alima

コエ グ語

1989-1　 14

シ ョ ト(ア ビ レ)と い う名 の両 性 具 有 の カ ラの 老 人 を椰 楡 す る歌 。

*kuti　 melene　 kuti　 melene

　 melenen　 kuta　 ka　 Shoto

　 kuti　 melene

melene　 alie　galima

*

dime　 uiya　 halka　 ka　 juu

*

hinga　 da血bi　 ka　 karte

*

tortsamo　 kuta　 ka　 gieri

*

worle　 nine　 kuta　 ka　 uanen

*

Nabuwanda　 hur　 ka　 ashuko

*

*血 が流れて る　血 が流れてる

　すべて の血は　 シ ョトか ら流れている

　血が流れて る

大 きな木陰へ行 くと　 いつ も血が流れている

*

(シ ョ トのイスは)壺 の よ うに血で黒い

*

カ ラの連 中は　皆 　こん なだ

*

ギエ リの実み たいY'　 割 ると流れ出す

*

ウォル レへ行 くと　 いつ もイスを洗 ってい る

*

ナ ブワンダは　邪術師 だ

*
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52.

1;eruwaak

2;カ ラ語

3';1989-1　 14

4;携 帯 用 の イ ス(ボ ル コ ト)を 歌 った もの だ が,歌 詞 の意 味 は よ くわ か らな い で 歌

　 わ れ てい る。

*borkoto borkoto 

 borkoto borkoto 

kokacana ima koanna 

usulu toppa usulu toppa 

* 

kokati keka baaki

(翻訳不可)
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松田

　 54

採取民 コエ グの歌 とダ ンス

1

2

3

4

alima

カ ラ語,ニ ャ ンガ トム語,ム ル シ語

1989-10-14

カ ラの 男 の 大 きな ペ ニス を あ ざ笑 う歌 。

*hamatar (N) Garamo Maya imba yo (R) 

hamatar (N) Garamo toribangade (M) 

* 

toribangade saba nabui kiyon (M) 

* 

Maya imba (R) shuuni toribangade (M) 

* 

Gaya shuune (M) tachaka awaro (N) 

* 

Lokwarimoi toribagade (M) 

* 

saba nabui kiyon saba nabui kiyon (M) 

*

*マ ヤの父 さん　ガ ラモは走 って逃げた

ガラモは　でか いベニスを　持 って逃げた

*

でかいペニス　 でか い亀頭

*

マヤの父さん　 でか いペ ニス

*

ガヤの父さん　腰布を投げ捨 て

*

ロクワ リモイ(ガ ラモ)の 　 でかいペ ニス

*

でかい亀頭　 でか い亀頭

*
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国立民族学博物館研究報告　　17巻1号

56.

1;hiyari-ka-ashinen

2;コ エ グ語

3;1989-1　 　14

4;シ ョ トとい う両 性 具 有 の カ ラの 老 人 を椰 楡 す る歌 。 メ ロデ ィ ーはNO.40と 同 じ

　 だ が,歌 詞 の独 唱 の部 分(walishi)と ダ ンスが 違 って い る。

*kuti melene kuti melene 
 melene kuta ka Shoto 

 kuti  melene 

 Anna shanka uanen 

baaba yo jaaliki ashuko 
* 
irun ka luue 

* 
Anno shinka duumen 

cucunte lemia Mago 

kapaiya geeso arge uuhen 
kamereshe taiki 
* 
karkaro muwa ka takinta 
muwa ka iiren 
ka shuwabiaa waha 

* 
Abile jaal ke luue 
* 
melene alie galima 
Gaya beela 

karkaro iire kuunia 
karkaro ka kuujia waha 
* 
Abile shinka uanen 
Anno koogo iiwone kuyee 
* 
aboyo shinka duumen 
kamereshe uunu 
* 
Abile irun ka luue 
alie galima iiwone kuyee

血 が流れ てる　血が流れてる

流れ ている血は　 シ ョ トの もの

血 が流れ てる

ア ンノは洗いたが ってい る

*

わた しの父 さん　邪術で人を殺す

*

ヴァギナを もつ男

*,

ア ンノは触 りたが ってい る

*

ハエたちは　マ ゴに先回 りして

*

シ ョ トにあい さつす るので　すわれない

イスにすわ ると　 血が落 ちる

*

カルカロの月は　水が増 えない

水が増え ると

植 えたマ メが　流れて しま う

*

ア ピレは　 どこへ行 くに も　 ヴ ァギナを もって

*

ガ リマへ行 くと　 いつも血が流れ てい る

ガヤの ともだち

*

カル カRの 水 が増 える と

植えたマ メが　流れ て しま う

*

ア ビレは　洗 いたが っている

アンノの じいさん　男 を漁 る

*

アンノの叔 父さん 触 りたが ってい る

ウウヌへいって　血 を流す

*

アピレは ヴァギナを もつ

ガ リマへ行 って　 男を漁 る

*
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松 田　 採取民 コエ グの歌 とダンス

　 88.

1

2

3

4

alima

カ ラ語

1989-1　 　16

あ る カ ラの家 族 を嘲 笑 す る歌 。

*Nawara inna baisa Keke 

Nawara inna baisa 

* 

nukunsa uuma 

* 

korco sal 

surgin baino sal

ナ ワラの母 さんは ケケのバイサ1

ナ ワラの母 さんは　バイサ

*

ケケの鼻の穴は　 ヒ ョウタン容器の 口のよ う

*

コルチ ョの赤土2

窪地 の赤土

N.B.1.バ イサは カラ語 で,自 分の結婚 相手 の母親の こ と。 ケケとナ ワラは夫婦 で,ナ ワラ

　　　　　 の兄弟,母 親 は,か らか いの対象 と して コエ グの歌に よく登場す る。

　　　　　 ▲ 　 　 一 　 　 〇 　 　 一 　 　△

　　　　　　　　　　　　 Mudo　 　　　　 Mura(Calamai)

　　　　　　　　　　　　　　　 ==△

　　　　　 Nagadi　 　　　 Nawara　 Keke

2.こ の赤土 は女 が顔 や体 に よく塗 る。

Apaiyo
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91.

1

2

3

4

alima

コエ グ語

1989-10-16

あ る カ ラの 夫 婦 を 嘲 笑 す る歌 。

*Zuki bojaale muda 

Zuki nia ka Nyogole 

* 

karkaro muwa ka takinta 

* 

muda kutaa ka cakinen 

* 

Zuki dambi ka garci 

* 

waadan kira laudishiyaa 

* 

Nyogole karcin ke kuwada 

*

*ズ キは　縫い針を もってい る

ズキは 　ニ ョゴ レの妻

*

カルカ ロの月1は 　水が増え ない

*

縫い針 は　皮 エプ ロンを　繕 うもの

*

ズキは　ガルチ2の 人間

*

夜になる と　 彼女 の姿は　遠 目には見えない

*

ニ ョゴレは 　ナマズみた いに 切 られて しまった3

*

N.B.　 1.

　 　 　 2.

　 　 　 3.

カルカ ロはカラ語で,10月 ごろを さす 月の名。乾季 の始 ま りを意味す る。

ガルチは カラの地名 のひ とつで,こ この出身の人間には両性具 有な ど,ど こか変 わ

った ところがある とコエグでは考え られてい る。

ニ ョゴレはかつ て,コ エグの男にナイ フで切 られた ことが ある。
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松田　 採取民 コエグの歌 とダンス

92.

1;alima

2;カ ラ語

3;1989-1　 　16

4;あ る カ ラの 老 人 が下 顎 につ け て い る象 牙 飾 り(ソ ー ラ ー)を 歌 った も の。

naano eepa boode 

naano eepa boode 

solaa no aapa hasa kaisai 

kono Adegamba gaino 

kono Adegamba gaino 

waadaka keeda roobai 

kono Adegamba gaino 

kono Bordimba gaino 

washe dui kiani mati korente 

hing a o dambi ka garci 

hing a o dambi ka garci 

waadaka keeda roobai 

 Adimamba gaino 

kono Adimamba gaino 

solaa no aapa hasa kaisai 

kono Campamba gaino 

kono Campamba gaino 

waadaka kieda roobai 

yah waiya solaa no aapa sa kaisai 

yah waiya solaa no aapa sa kaisai

バ ルグダ じい さん 泣 くでない

バ ルグダ じい さん 泣 くでない

ソーラーの光 で　お まえの 目は ダメになる

アデガの父 さんの　あの 白いやつ

アデガの父 さんの　あ の大 きいやつ

夕暮れ になる と　 それは光 る

アデガの父 さんの　 あの飾 り

ボルデ ィの父 さんの　 あの ソーラー

森 の中で輝 くそれは　電灯にな る

それはなんだ　ガルチのならわ し

それはなんだ　ガルチのならわ し

夕暮れになる と　 それ は光 る

アデ ィマの父さんの　 あの飾 り

アデ ィマの父さんの　あの ソーラー

そいつの光で　おまえの 目はダメになる.

チャンパの父 さん もつけている　 あの飾 り

チャンパの父 さん もつけている　 あの ソーラー

タ暮れにな ると　 よく光 る

そいつの光で　お まえの 目はダ メになる

そ いつの光 で　お まえの 目は ダメになる
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93.

1

2

3

4

alima

カ ラ語

1989-1x-16

コエ グ の土 地 お よび クチ ュル村 を歌 っ た も の。

 *ndabaigena pee no ndabaigena 

naano maaber gantu pee no 

* 

kuchur gaba pee no 

parangi  to Kieda pee no 

* 

parangi  to Masuuta pee no 
* 

pee no maale gantu 

* 

Anjelammba naano pee no 

* 

naano milisha gantu pee no 

* 

Anjelamba naano loba pee no 

* 

naano gaba gantu pee no 

* 

kidadikinai nyorot 

kitoro ka yambo 

ndabaigena

(意味 な し)

そ こは 　マーベ ルのあ るところ

*

クチ ュルは　市場のあ るところ

*

白人 ヒエダ1の土地

*

白人 マ ツダの土地

*

マ レのよ うに　市場のあ るところ

*

ア ンジ ェラの父 さん　 アダロの土地

*

アダ ロに群が る男の集 まる ところ.

*

ア ンジ ェラの父 さん　広い草原

*

そこは　市場のあ るとこち

*

お しえてお くれ

ヤ ンボへ行 く道を

N.B.1.ヒ エ ダお よび マ ツ ダは調 査 者 の名 。

92



松田　 採取民 コエグの歌 とダンス

　 96.

1

2

3

4

alima

カ ラ語,コ エ グ語

19s9-io-i6

あ る カ ラの 男 の大 き い睾 丸 を 嘲 笑 す る歌 。

 *yeh yah 

 kuyano Dila gaino 

 bojaare gooba 

kuyano Lotolumoi Dila gaino 

kuyano 

* 

kuyano jinka sa marfen 

kuntsaino kuyano 

* 

kuyano Kaarimba Dila gaino 

kuyano 

* 

kuyano jinka sa marfen 

tunsaino kuyano 

*

*イ ェー　 ヤー

　ふ くれて大 きい　デ ィラの もの

　 カゴを もって歩 くようだ

ふ くれて大 きい　デ ィラの もの

ロ トルモイのもの

*

ジ ンカの町 で　手術を しよ うと思っても

固 くて　針が折れて しまう

*

カー リーの父 さん ディラの もの

ふ くれ て大 きい

*

ジ ンカの針 が　みなな くな って しま う

*
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105.

i

2

3

4

alima

カ ラ 語

1989-10--16

カ ラの若 者2人 が つ くっ牟,ニ ャ ン ガ トムの 女 の歌 。

*ha natum kola 

 inta Bailamo yeh yah 

Suran imba aada kai tinte 

* 

Ceela naano gonde kai tinte 

Yaraikuwan korimi sa Girjo 

Shardombane 

* 

 surf arusoono gonde 

Surare yaaka 

uure  imba  gonde apo damo

*仲 間 よ　 あつまれ

　わた しは　パイ ラモ

ス ラの父 さん　兄さん　 いたず らもの

*

チ ェーラの子供 　ほん とに　 いたず らもの

*

ヤ ライ クワンの親友　 ギルジ ョ

彼は　 シャル ドの父 さん

*

ズボ ンをはいたス ラレ

バイ ラモはその姪

*

それ らはみな遠 く聞 こえてきた ウ ソだ

*
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　 107.

1

2

3

4

妨+QTI・ka-sherienお よびhiyari-ka-kuwamin

カ ラ語

1989-10-16

ア オ サ ギ の よ うす を 歌 った もの で,古 くか らあ る と い う歌 。

*ha dunka laile 

golombo kaaran itsainani 

dabi detsi muulo ucainani 

tsifa gartinka kaaran eemainani 

* 

adara duka gooya utainani 

* 

kaarana kaaran itsainani 

* 

borkoto gooya utainani 

dabi detsi muulo kumainani 

* 

waki detsi muulon kumainani 

* 

borkoto duka utainani 

golombo kaaran emainani

*(意 味な し)

アオサ ギが　魚を食 ってい る

*

森 のケモノは　ぬか るみの水をのんでいる

*

人 の寝静 まった暗闇で　アオサギは魚 を とってい る

*

山を こえて　 魚を探 して　 飛んで行 く

*

魚が魚を食べてい る

*

ボル コ ト山を こえて　 アオサギは飛 んで行 く

*

森の ケモ ノは　ぬか るみの水を飲 んでいる

*

バ ッフ ァローも　 ぬかるみの水を飲 んでい る

*

ボル コ ト山を こえて　飛 んで行 く

*

アオサギは　魚を とっている

*
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110.

1

1

2

3

4

hiyari-ka-kuwamin

コエ グ語,バ ンナ語

1989-10-16

カ ッ コ ーの 鳴 き声 が 方 々 まで 響 くさま を歌 った もの。

L

*yee dande dokamande 

imite jinka bulaino kuururu 

Aloru geyano teedino kuururu 

* 

Walaru geyano teedino  kuururu 

goba gobite jinka bulaino kuururu 

* 

Warsha beela kuururu kuururu 

* 

imite  maji bulaino kuururu 

* 

goba gobite  aruba-mind kalte kuururu 

imite marile utaino kuururu 

* 

imite japan yeskaino kuururu

率 ドカマ ンデの鳴 き声は

ジンカ1に ひび くよ

*

ア ロルの妻は小 さ く

*

ワラルの妻 は小 さ く

*

ひびいて　 ひびいて

*

ワル シャのともだち

*

マ ジ2ま でひび くよ

*

ひびいて　ひびいて

*

マ リレ4に とど くよ

*

日本 にとど くよ

ク ウルル

7ウ ル ル

クウル ル

ジ ン カに と ど く よ　 ク ウルル

クウル ル 　　ク ウル ル

ク ウル ル

アル ノミミンチ3ヘ ク ウル ル

ク ウル ル

ク ウル ル

N.B. 1.

2.

3.

4.

ジ ンカは クチ ュル の 北 方約30kmに あ る町 。

マ ジは ク チ ュル の 北 方 約100kmに あ る町 。

ア ルバ ミ ンチは クチ ュル か ら東 方 約300kmに あ る 町。 旧 ゲ ム ゴ フ ァ(Gamo-Gofa)

州 の州 都 。

マ リ レは ク チ ュル の 南 方約100kmで,ダ サ ネ ッチ の人 び とが 住 む 地方 。
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